
一 一1
蔭

東京 国立 文化 財研 究所要 覧

1970

、 死
顎 薇

A6・9

昭 和45年 度



東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 本 館



東 痕 国 立文 化 財'研究 所 保 存 不こ1学部 実 験 室



.
1斗`:ら〔K寸 五 〉ヒこイLつll〈i'石」:究 ノl!別 館



東京国立文化財研究所建物所在図

w

r

r .

}



.t

マ

も

目

工 沿 革

1設 立 の 経 緯

2年 表

3歴 代 所 長

皿 設 立 目的 と機構

1機 樽

2職 種別予算定員

皿 土 地 ・建 物

1

2建 物の 平面図

Ⅳ 予 算

1歳 出 予 算

2

V研 究活動 及 び事業

1研 究 活 動

(1)美 術 部

A

B研 究 題 目

C研 究 ・調査活動

D主 要研究業績

E科 学研究費題目

次

敷地 ・建物の面積 ・構造一覧

科学研究費補助金交付決定額

研究 ・調査活動の概要

1

1

1

4

6

6

7

8

8

9

1s

13

1s

14

14

14

15

16

23

30

35



② 芸 能 部

A

B

C

D

E

(3)保 存科学部

A

B

C

D

E

F

2事 業

(1)出 版

A

B

C

D

E

(2)

(3)

(4)

研究 ・調査活動の概要

研 究題 目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

研究 ・調査活動の概要

研 究 題 目

研 究 ・調査 活動

主要研究業績

科学研究費題目

受託 研究

美術 研 究

日本美術年鑑

膏盤 目録

保存 科 学

その他の出版物

公開学術講座

開所記念日行事

国際国内関係

VI研 究施設 ・設備

¶1

り
白

り
0

4

蔵 書

資 料

機 器 ・設 備

黒 田 記 念 室

35

36

36

40

42

44

44

45

47

51

57

60

60

61

s1

61

62

62

62

63

66

68

69

71

71

71

7a

75

r

レ



ー

ノ

76

77

77

78

81

5閲 覧 室

員職

員

員

規

職

職

法

現

旧

係関

-↓

2

ゆ

唾

イ

も



9

1沿 革
→

1設 立の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の前身であ り母胎 とな った

ものは,昭 和5年 に創設 された帝国美術院附属美術研究所であ る。

この美術研 究所は,大IE13年7月,故 帝 国美術院長子爵黒 田清輝 の遺 言に よ り美術

奨励事業 のために出揖 した資金で遺言執行 人が選 択決定 した事業で ある。すな わち遺

言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子 爵の遺志 に したが って この資金 で行 な うべ き事業

の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。 牧野伯 爵は帝 国美術院 長福原錬 二郎 および東 京美::

術学校長正木直彦 とはか って諸方面の意見を徴 し,ま たわが国美術 上の必要 に照 らし

て次の事業 を行な うことと した。

(1)美 術に関す る基礎的調査研究機 関 として美術研究所 を設 けること。

② 黒田子 爵の作 品を陳列 して同子爵の功績を記念す ること。

(3)前 二項 の目的を達するために適 当な建物を造営す ること。

(4)事 業成立の うえは一 切 これを政府 に寄附す ること。

2年 表
`

昭和元年12月 前記の事業 を遂行す るたy)委 員会が設置 され,東 京美術学校長正木直

彦が委 員長 に就任 し,美 術研究所事業 について東京美術学校教 授矢代幸雄,黒 田子

爵作 品陳列 について東京美術学校教授久米桂デ郎 ・同岡田三郎 助 ・同和田英作 ・同

藤島武二 および大給近清,建 築造営について東京美術学校教授 岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打 田伝吉を各委員 として事務 を分掌進行 させ た。

昭和2年2月 美術研究所準備 事業を開 始 した。

同年10月 東 京市上野公園 内に鉄筋 コンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2の

建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記 の建物が竣工 したので,美 術研究所 開設 のため必要な備品 ・図書 ・
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写真等の研究資料 を設備 し,ま た館内に黒田子爵記念 室を設 け,同 子爵の作品を陳

列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究 資料等一切 の外 に金15

万円を そえて帝国美術院長に寄 附を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝国美術院に附属 美術研究所 が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補 せ られた。

同年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機 関誌 として・定期 刊行物 「美術研究」を創

刊 した。

同年4月18日 株式会社朝 日新聞社よ り明治大正美術史編纂費 と して本年か ら向 う5

ケ年間毎年5千 円・合計2万5千 円を帝国美術院 に寄附 したいとの申出があ った。

同年5月26日 帝国美術院 は この申出を受理 した。

明治大正美術史編 纂委員会 規程 を設 け・美術研究所 は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行な うことにな った。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄筋 コンクリー ト造・2階 建・延面積129m2の 書庫が竣 工 した。

同年4月 「日本 美術 年鑑」 の編纂事務を開始 した。

同年6月1日 勅令第148号 によ り美術研究所官制が公布 された。

研 究資料 閲覧規程 を制定 し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 により美術研究所官制 中改 正の件が公布 され,従 来,

帝国美術院 に附置 されていたのを文部大臣の直轄に改 め られ た。

同年11月29日 美術研究所長職務規程・美術研究所事務分掌規程が制定 された。

同13年2月12日 木造・平家建・延面 積97m2の 写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品,な らびに写真原版を東京都西多摩郡 小宮村谷 間家

倉庫 に疎開 した。

同20年5月28日 美術研 究所 の図書 諸゚資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同年7月 ～8月 酒 田市本間 家倉庫 に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避 けるため
,

さらに酒 田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上 家倉庫 ・大沢村後藤作之

2

や

う

レ



「

F

●

も

1

'→

1沿 監為

丞家倉庫 にそれ ぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開 中の図書 ・諸贅料等の東京向 け発送を終 了 した。

同年4月4日 酒 田市 疎開中の図書 ・諸資料等が東京 に到.,Jl1'し引揚げを完 了した。

同年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であ った黒田清輝作 品な ら

びに写真原版の 引揚げを完 了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止 され,国 立博物館官制が制定 された。美術研

究所 は同館の附属美術研究所 とな った。

同24年 本年度か ら科学研究費によ り光学的 方法 による美術品の鑑識 に関す る研究が

開始 され た。

同25年8月29日 文化財保護法の制定 に伴い,美 術研究所は文化財保 護委員会 の附属

機関 とな った。

同26年1月31日 美術研 究所組織 規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

められ第一研究部 ・第二研 究部 ・資料部,庶 務室が置 かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適用)

同27年4月1日 東京文化財 研究所組織規程(昭 和27年 文化財保護委員会 規 則 第4

号)が 定 められ,美 術部 ・芸能部 ・保存 科学 部 ・庶務室の3部1室 が 置かれ,美 術

研究所組織規程が廃1Lさ れた。

同年7月1日 芸能部研 究室 と して東 京芸術大学 費楽学部邦楽科教室2室 を同大学か

ら借用 し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保 存科 学部研究室 は,国 立博物館保存修理課保 存技 術研究室 と して

昭和22年 発足以来,東 京国立 博物館地階 の1室 に置かれていたが,同 館構 内の倉庫

132m2を 改造の うえ移 転 した。

同29年7月1日 東 京文化財研究所組織規 程の_,wsが 改 正され(昭 和29年 文化財保護

委 員会規則第1号),東 京国立文化財研究所 とな った。

同32年3月28日 東 京国 立博物館構内に木 造,外 部鉄網モル タル塗,平 家建,8m2

の保存科学部 の薬 品庫 が竣工 した。

同年11月30日 従来 の2階 建書庫の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延面積

71m2が 竣工 した。

同34年4月3Q日 国立文化財研究所研究受託規 程(文 化財保 護委員会告示第14号)が
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定 められ,こ の年度か ら受託研究が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化 財研 究所組織規程 の一 部が改正 され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来の庶務室 は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学 部庁 舎と して,鉄 筋 コンク リー ト造

2階 建延面積663m2の 建 物1棟 が竣工 した。

同年7月1日 東京国立文化財研 究所組織 規程 の一部 が改正 され(昭 和37年 文化財保

護委員会規則第1号),新 た に保存科学部 に修理技術研究室が置かれた。

同年7月20日 芸能部研究 室は,保 存科学部庁 舎の竣工に伴 ない,旧 保存科学 部庁舎

に移転 した。

同43年6月15日 文部省設 置法の一部が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所

は文化庁附属機関 とな った。

同44年8月23日 保存科学 部庁舎 に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950,41m2)の

起工式が行なわれた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式 が行 なわれた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学 部は,別 館の地階 ～2階 に実験 用機械類 の移転据付 を終 つ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事 に着手 し,同 年10月15日 工事 が

終 了した。

同年11月2日 所長お よび庶務課は,本 館か ら保存科 学部庁 舎の1階 に移転 した。(本

館 は,美 術部庁舎 とな る。)し たが って研究所 の所在地表示 は 「12番53号」 を 「13

番27号 」 と変更 された。

3歴 代 所 長(昭 和5年 ～昭和45年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

正

矢

和

矢

木

代

田

代

直

幸

英

幸

彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.25)

雄(昭 和6.11.25～ 昭 和10.6.1)

作(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.22)

雄(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.29)
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男(昭 和23,5.11～ 昭 和24.8.31)

一(昭 和24 .8.31～ 昭 和27.4.1)

雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.11.1)

松(昭 和28.11.1～ 昭 和40.4.1)

克(昭 和40,4.1～ 現 在)
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∬ 設立目的と機構

ρ

東京国立文化財 研究所は,文 化財 に関する調査研究,資 料の作成及 びその公表を行

な うことを 目的 として設立 された文化庁 の附属機関で ある。その機構等は次の とお り

であ る。

1機 構

所艮一

一庶 務
1傑

澱一[懲謄 一[難

一美 術部

部長

一芸能部

部長

一主任研究官

一第一研 究室

一第二研 究室

一資 料 室

[綴 鴛室

i
研究室

一郷土芸能

研究室

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務 職員の福利
厚生に関する事務 公文書類の接受
公印の管守及び庶務に関すること 経
費及び収入の予算 決算その他会計に
関する事務 行政財産及び物品の管理
に関する事務 庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術
に関する調査研究及びその結果の公表
美術の研究に関する資料の作成 ・収

集 ・整理・保管 ・公表及び閲覧並びに
光学的方法による美術の研究 無凪氾
念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊 ・郷土芸能及びその

保存に関す る調査研 究及びその結果の

公表

一保 存科 学部

部長

一主任研究官

一化学研究室

一物理研究室

一生物研 究室

一修理技術

研 究室

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的 ・
物理学的・生物学的調査研究並びにそ
の結果の公表 文化財の修理に関する

科学的 ・技術的調査研究及びその結果
の公表
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皿 土地 ・建物

本研究 所の主 な建物 は,東 京都台東区上野公園12番53号 所在の本館 と,上 野公 園13

番27号 所在 の保存科学部実験室 および別館で ある。

土地 は,本 館の敷地1,457m'で あ って保存科学 部実験室 および別館 の敷地 は,東 京

国 立博物館 から借用 してい る。

なお,建 物 の面積 ・構造等 は,次 の とおりで ある。

1

1建 物 の面積 ・構造一覧

No 名 称 種 目 ・
構造

建而積一一 一 建 築
年 月 日

No 名 称 種 目 ・
構造

建面積

一

建 築
年 月 日延面積

一 噌

延面積

1 本 館

事務所建
RC.地 上
2階 ・地下
1階

m

468.26 昭

3.8.30

1
6

渡 廊 下

(写場)

,

雑 屋 建

木造平家

m'

20.26 昭

13.3.25

1

i,isa.7z
20.26

2 書 庫

i倉 庫 建

RC.3階

ヒ

64.63
ii10.1.25

(32.11.303階増 築)

7
車 庫

(現物置)
ii

27.96 //

15.9.11201.80 27.96

3
渡廊下 雑 屋 建i

(書庫)IRC.平 家

4.13
ii10.1.25 8

保存科学

部実験室

事務所建

RC.2階

338.41 //

37.3.284.13 684.91

4
写 場 及

第1暗 室

雑 屋 建

木造平家
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1.歳 出予算

Ⅳ 予 算

(単位千円)

区 分1人 件 費 陣 業 州 施繍 劉 合 r雪
圓

昭 和44年 度

昭 和45年 度

70,015

85,060

30,648

41,053

・;・146,331

27,019

246,994

153,132

※ 別館延1,950.41m2の 建 築費 を含 む

2,科 学研 究費補助金交 付決定額 (単位千円)

区 分

昭 和44年 度

昭 和45年 度

一般研究

件数匝 額

00

7
5

7zo

3,000

奨励研究

件数匝 額

総合研究 合 計

件数除 額1糊 金 額

-

り
白

1°°

21022

2,500

2,500

6

11

3,320

5,710

昭 和45年 度 内 訳

研 究 題 目 瞬 究者1金 訓 摘 要

日本肖像画の基礎的研究 陰 次馴1,100円 け 響 究

大陸との関係における古代絵画史料としての文
様の研究 江上 緩 ?00

一般研究

C

中部地方の古代彫刻史の研究 燭 副 55・1"C"

沖縄の舞踊技法とその分析研究 三隅治副 14・1"D"

歌舞伎演伎譜の研究
1浦山政雄1

・5・1"D"

狩野芳崖と明治初期絵画 「関 千代1 ・6・ 「"D"

緊急発掘時に於ける出土鉄製品の保存処置
1糊 友吉1

2・・1"D"

考古学資料の不接触精密復製法 i石川馴 12・!奨 卿 究

近松周辺の浄瑠璃作者の研究 宮本端夫 「-90-i奨 卿 究

日本1s,17世 紀 に於け る絵 画 と工芸との相関性
の検討

南北朝を中心とする日本中世美術の形成過程の
研究

中川千咲

川上 脛

1,soo

1,200

総合研究
A

総合研究
A
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V研 究活動及び事業

`

1研 究 活 動

(1)美 術 部

美術 部は 日本 ・東洋 の古美術,日 本の近代 ・現代 美術 と これ らに関連 のある西洋美

術についての基 礎的 調査 と専門的研究を行ない,そ の成果を公表す るとともに,美 術

に関す る研 究資料を作成,収 集,整 理 し,こ れ らの資料を一般研 究者の利 用に も供 し.

美術の学術 研究 のための資料 センターの役割 も果 してい る。現在3室 に分 かれ,古 美

術関係 は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術関係 は第二研究室,資 料関係は資料 室が

担 当す る。

調査研究 は美術部3室 所属研 究員の専門領域 を中心として実証的 に進 められてい る

が,学 界現下の動向を把握す るとともに将 来の趨 勢を洞察 し,方 法 において も成果 に

おいて も,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学界に寄与すべ く努 めてい る。 そ

のため重要な る問題に関 しては共 同研究を行ない,ま た当部独 自の光学的 ・化学的研

究 法を活用 し,す で に多 くの成果を収 めた。

これ ら業績 は当部の機関誌 「美術研 究」(昭 和7年 創刊,年6冊 発行)に 発表 し,

大部の成果は随時 単行 の研究報告書 として刊行す る。また毎年のわが国美術界金般 に

わた る動向を調査 し,客 観的資料 の提供を主眼 として,「 日本美術年鑑」 を編纂発行

してい る。

研究資料の収集 ・作 成などに関 して は,当 部の前身た る美術研究所 として発足以来.

調査研究 とともに力をそそいで来 たが,現 在 それ らの資料の蓄積 も多 く,部 外研究者

広 く海外の研究者のたy),あ るいは文化財関係の事業等のために も大 きな寄与 をして

いる。作成保有す る資料公表の一 と して,定 期的 には毎年,日 本 ・東洋 古美術 ならび

に近代 ・現代 ・西洋美術に関する雑誌論文 および単行図書を分類集録 した文献 目録 を

編 纂 し,「 日本 美術 年鑑 」 に掲載 して いる。 古美術関係 文献についてはさ らに増補 訂

]L:を加えて一定 の年次 をまとめてすでに数冊刊行 したが,今 後 もこれが継承 に努 めた

い。
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V研 究活動及び事業

以上 のほか,調 査研究成果を簡潔に整理 した形で公表す るため,毎 年1回 公關学術

講 座 を開催 して いる。

また当部 の黒 田記念室は,美 術研究所設立のため遺産 と遺作 を寄付 した黒田清輝 の

作晶 および関係資料 を保管 してい るが,短 週1回 一般 に公開 している。

A研 究 ・調査活動の概要

●

045年 において行 な った共 同研究 に関 しては43年 度 か ら継統実施 してい た第一研究

室及び資料室員の共 同による文部省科学研究費総 合研究 「平安時代 にお ける浄土教美

術の総合的研究」 は本隼は じy)に も京 都国 立博物 館,知 恩院所在 の浄 土教関係絵画な

どの調査を行 な った。本研究 は開 始以来貴 重な資料 と多 くの知見を得たが,一 応3月

を もつて主題 に関す る研究班 の組織 を解い た。

○ 文部省科学研究 費総合研究 「南北朝 を中心 とす る日本 中世美術の形成過程の研究」

は資料室及び第一研究室員 の共同 にて 前年度よ り引続 き行ない,本 年は正木美術 館所

蔵 の中国絵画,日 本 中世絵画,中 国及び 日本の書蹟な どを中心に調査研究 を進 め多 く

の成 果を得 たが,46年3月 にて研究班 は一先ず解 くことに した。

045年 度 よ りは新 たに文部省科学研究費総合研究 「日本16・7世 紀に於け る絵画 と工

芸 との相 関性 の検討」(代 表者中川美術部長他所内6名,所 外11名)を 各室員共 同に

て実施 した。画家 と工芸家の生活環境の比較及び交渉の文献的考 察,絵 画及び工 芸の

手法 ・デザインの関連性の検討,宗 遡派におけ る絵画 と工芸,風 俗 画に見 られる染織

その他工 芸品 の研究,絵 画及 び工芸の各分野に見 られ る南蛮モチー フの比較の分 担課

題 の もとに調査研究 を進めた。その結果,日 光 東照宮の大妻 戸蒔絵,京 都高 台寺 霊屋

内陣 の蒔絵,滋 賀都久夫須麻神社本殿の調査によつて,そ れ らと絵画の関連性 などに

ついて多 くの新 たな知見を得 た。 また東京芸術大学所蔵光悦 筆宗 逮派 下絵 謡本,松 坂

屋 その他所蔵 の小袖雛形,徳 川美術館蔵の染織 品,神 戸市南蛮美術館 の初期洋風 画,

工芸品な どの調査 により,主 題の解明に関 してのいろいろ費 重な資料を得 た。

○第二研究室全員 によって44年 度よ り4力 年計 画にて行 な ってい る特別研究 「日本近

代美術の発達 に関す る明治前期,中 期 の基礎資料集成」 は前年度 に引続 き,当 時 の新

聞 その他の刊行物あ るいは関係 者の書簡,作 品等 につ いて調査を進め基礎的資料の蒐

集につ とめた。
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○各研究員の調査研究,2,3名 による共 同研究及 び他機関,大 学 における科学研究費

総合研究への参加などに関 しては各 自の研究調査 活動 の項 を参照 されたい。

○各個な らび に共同研 究の成果は,大 体45年 度発行 の 「美術研究」,当 部 の研究会に

て発 表 してい るが,「 美術研 究」は本年度には267号 か ら274号 に至る8冊 を発行 した。

なお成果 は他 の学術誌,学 会な どにおいて も公表 している。

○第二研究室 を中心 とす る現代美術の動向調査は経常的事業 であるが,44年 の結果を

「日本X術 年鑑一昭和45年 版一」 として刊行 した。

ら

'

B研 究 題 目

中 川 千 咲(美 術 部長)

〔1〕 近 世工 芸意匠 に関す る研究

江戸時代初期 を中心 に陶芸及 び漆芸 の意匠に関す る調査研究

〔皿〕 近代陶 芸の調査研究

明治大正期における陶 芸界の動 向を中心 としての調査研究

〔皿〕 南北朝陶梵の基 礎的 整理

科学研究費総 合研 究 「南北 朝を中心 とする 日本 中世美術 の形成過程の研究」

の分担課題 として44年 度 より行 な う。

〔Ⅳ〕 口本16,7世 紀に おける絵画 と工芸 との相関性 の検 討

昭和45年 度科学研究費総合研究A,代 表者 として所内6名,所 外11名 にて研

究班 を組織 し主題 に関 し調査研究を行な う。

■

久 野 健(第 一研究室長)

〔1〕 平 安初期彫刻の研究

日本各地 に分布す る平安初期彫刻を広 く精 査 し,諸 遺品の様 式的 関係 と技法

・流 派等 を明確 にする。 また天平彫刻 と平安初期 彫刻 との関係 を考察す る。

〔∬〕 鎌倉初 期彫刻 の研究

鎌倉時代初期 の仏像の諸遺品を調査 し,鎌 倉新様式の発生を明かに し,あ わ

せて運慶様式の成 立について研 究する。

〔皿〕 中部地方彫刻の研 究

b
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V研 究活動及び事業

中部地方に散在す る古彫刻を精査 し,そ の東国的性格を明かにする。また,

中部地方の西 よ りの諸地 方の遺像と中央 彫刻 との関係 を考察 す る。

〔N〕 光学的方法 による日本彫刻 の調査研究

X線 γ線等 を利用 した光 学的 方法 によ り,わ が国 の飛 鳥時代 か ら鎌倉時代 ま

での古彫刻 の内部 構造造像法 を検討 し,真 偽 の判定 にも役立つ ような基礎資

料を集 めることに努 めてい る。

柳 沢 孝(第 一研究 室)

〔1〕 日本仏教絵画史の研 究

(1)平 安時代後期の絹絵仏画に関 し,光 学的 方法 を援 用 して実証的 な調査 と研究

を行 な う。

② 白描図像並びに鎌倉時代以降の絹絵仏画の遺品に関す る調 査研 究。

(3)平 安 ・鎌愈時代の壁画遺品の実証的調査 研究 。

〔皿〕 平安時代後期世俗画の研 究

特 に四天王寺扇面 法華経冊子に関す る調 査研究。

〔m敦 煙絵画の研 究

敦煙請来絹絵 のうち,年 記銘のあ る遺品 について研 究を継続 す る。

●

田 村 悦 子(第 一研究室)

〔1〕 日本 の書 の変避の要素の研究

書 の変 遷とは何かを分 析的 に研究 して如何な る要素の変化の積聚であ るかを

解 明 した上,日 本のそ れと中困 のそれ との同異の比較的研 究に進む。

〔皿〕 異体 字の歴史的研究

漢字の文字史的研究 の うち極 めて重要な同音 ・同義で形を異にす る 「異体字」

の時代的消長の研究 を行 ない,こ の年度 は特に平安時 代のそれを主 とす る。

〔皿〕 絵 と詞書 との対応を失 った絵巻 の研究

イ 古筆切中の絵巻詞 晋の調査研究 一

ロ ー枚物の古画中よ りの絵巻断簡の発見 と研究

ハ 欠脱あ る絵巻 の絵 及び詞書 の比定 と研究

17



猪 川 和 子(第 一研究 室)

〔1〕 平安,鎌 倉時代彫刻 の調査研究

全国各地 に分布 す る平 安,鎌 倉時代 の彫刻 を調査 し,作 品資料 の蒐集整理 を

行い,時 代作風,技 法,作 家の系統等 を考察,文 献 資料 の蒐集 によ ってそれ

らの裏づけを行 ない,日 本彫刻 史の研究 に資 する。

〔II〕 尊像別分 類によ る彫刻 の研究

〔1〕の展開 と して,尊 像別分類 によ り諸尊 の図 像的整理 を行な う。 その上で,

たての系譜 と して伝承 と発展,よ この関係 ではその類別 を究 め,歴 史的背景,

様 式的 特色,作 風,時 代変遷を よ り鮮 明に把握す る。

〔皿〕 南北 朝時代在銘像を中心 とす る調査研究

従来 あま り問題 にされ なか った南北朝前後 の時期の在銘彫刻が,近 年統 々 と

新 しく発見 されて いる。 これ らの諸像の基礎調査を行な って,こ の時代 の彫

刻 の諸相を考察,作 家 の系譜,注 文者 との関係等,文 化 史的 に興味 ある問題

を追求 する。

r

宮 次 男(第 一研究室)

〔1〕 絵巻物の研究

絵巻の遺品 につ いて網羅的に調査 し,そ の編年的研究を行な うことによ って,

様 式の変遷 をあとづけ,時 代的 ・流派的特色を明 らかにする。

〔II〕 肖像画の研究

主 に似絵 ・高僧像 ・頂相を対象 とし,影 像 と似絵 の関係,高 僧像 ・羅漢画 の

時代的特色 と様式の変遷,頂 相におけ る日本的特 質など,遺 品調査 にもとつ

いて検討す る。

o

u

戸 田 禎 佑(第 一研 究室)

〔1〕 宋元時代人物 画の研究

すでに蒐集を行な った羅漢十王 図の資料 を用 いて,そ の体系的な整理を行 な

う一方,京 都 ・大阪 中心に未調査 の資料 の蒐集を続行す る。

〔II〕 南北朝時代道 釈画の研究

18
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も

中国宋元仏画 と日本の南北 朝仏 画との関係を実際 の遺例の比較によつて具体

的 に とらえる。

〔皿〕 来舶清人画家の研究

江戸時代 に渡来 し,日 本の近世文人画壇に影響を及 ぽ した人 々の作 品の調査,

資料の蒐集 につ とめ る。

秋 山 光 和(第 一研究室)研 究員(非)

〔1〕 日本古代 中世絵画史の研究a)7-8世 紀におけ る日本絵 画 と大陸 との関係

b)説 話画 と物語絵 の展開(特 に三宝絵 ・聖徳太子伝絵 ・源 氏物譜 絵などに

関す る調査研究)c)四 天王寺 「扇面法華経」の研 究

〔∬〕 敦煙絵 画の研究a)紀 年銘 ある絹絵紙 絵の調査研 究(特 に開元年銘の僧 形像

について)b)石 窟寺院壁 画の編年的研究(特 に7-8世 紀壁画 について)

ρ

岡 畏 三 郎(第 二研究室長)

〔1〕 明治末 よ り大正期へ かけての新絵画運動についての研究

フzザ ン会以後の在野団体の運動を主 として。

〔1[〕 日本近代美術の発達 に関す る明治 ・前期・中期 の基礎資料 の調査研究(特 別研究)

新聞雑誌その他,当 時 の刊 行物或 は関係者 の書簡,作 品等を調査 し明治美術

研究 の基礎的な資料の蒐集を行 な う。

〔皿〕 近代 日本美術に及ぽせ る19世 紀 ヨー ロッパ美術 の調査研究

西欧各国の美術館等 におけ る作 品(主 として絵画)に つき影響 関係 を実証的

に調査す る。

〔Ⅳ〕 山下 りん ・横山松三郎等,初 期洋 画家の伝記 資料,作 品 の調査研究

関 千 代(第 二研究室)

〔1〕 日本近代絵画史の研 究

狩野芳崖の作品 と伝記資料 及びその周辺 についての調査研究。

〔II〕 現代美術の動向についての調査研究

現代関係の作家,作 品並びに団体等 につい て汎 く調査 し,現 代美術 の動 きを
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捉 えて整理研究 を続行。

〔皿〕 日本 近代美術 の発達 に関す る明治前,中 期の基礎資料の調査 研究(特 別研究)

r

坂 本 満(第 二研 究室)

〔1〕 近世美術におけ る東西交流

16・17世 紀の 日本におけ るキリス ト教布教に伴 な う洋風美術 の調査 とその源

泉 としての欧州美術,と くに銅版 画の調査 およびその整理 と研究 を続行 して

い る。

〔II〕 雫ニエ リスムとバロ ック美術

16山:紀のマニエ リスムの うち,と くに国際様式の研 究(〔1〕 と関連があ る)

と建築 を中心 としてバ ロ ック美術 の研究を続行。

陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

〔1〕 大正 ・昭和初期絵 画の調査研 究

万 鉄五郎の作 品および関 係資料について調査 と研究 を続行。

野 田英夫,松 本竣介につ いて調査 。

〔皿〕 初期洋風美術の調査研 究

第2次 洋風美術,特 に幕末期の洋 風画家についての調査。

〔皿〕 日乍近代美術のiに 関す る明治前 ・中期 の基礎礎資料の調査研究(第 二研究

室 全員による特別研究)

〔Ⅳ〕 現代 美術 の調査研究

川 上 浬(資 料室長)

〔1〕 中国絵画史の研究

中国絵画史研究の基礎作 業 として,宋 元明清画家の作品 および伝 記資料の蒐

集整理を継続。

〔II〕 南北朝を 中心 とす る日本中世美術の形成過程 の研究(44～,共)

曙 和45年 度文部省科学研究費総合研究A.前 年度 にひきつづ き,代 表者 と

して中川 ・田村 ・猪川 ・宮 ・戸田 および東京国 立博 物館海老根聰郎 ・中島純
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司,東 京学芸大学赤沢英二と研究班を組織。

V研 究活動及び事業

田 実 栄 子(資 料室)

〔1〕 近世初期染織品 の研究

上杉 神社 所蔵 の伝 上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類の調査 ・研究を中心に,伝

徳 川家康所用服飾類等 同時代の服飾類,名 物裂系統外来裂 の調査 ・研 究を続

行。

〔∬〕 小袖 の研究

形 態の変 遷,模 様 の様 式並 びに技術 ・技法の変遷 ・進展,用 布の地質の調査 ・

研 究を続行。

〔皿〕 伝統 的染織の調査 ・研究

わが国におけ る伝統的 染織 品並 びにその技術 ・技法 の調査を機会あ る毎 に行

な って研究 を統行。

〔Ⅳ〕 上代 裂の研 究

主 として東京国立博物 館保管の正倉院裂,法 隆寺裂を調査対象 に研 究を続行。

永 雄 ミ エ(資 料室)

〔1〕 日本 ・東洋美術 史の文 献学的研究

辻 惟 雄(資 料室)

〔1〕 初期狩野派の研究

正信 ・元信か ら松栄 ・永徳にいた る初期狩野派 の展 開過程を,各 画家の伝記

・作品 の研究 とあわせて検討す る。

〔II〕 江戸狩野の研究

探 幽 ・尚信 ら,い わゆ る江戸狩 野の形成過 程を明 らかにす るための研究 を続

行。

〔皿〕 江 戸時代 における表意主義的画家の系譜の検 討

曽我鯖 白 ・岩佐又兵衛 ・国芳 ・芦雪 らの研 究を続行,

〔Ⅳ〕 薦 飾北斎の読本の研究
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北斎芸術の未開拓な分野である読本挿絵の資料収集および内容検討を行なう。

江 上 緩(資 料室)

〔1〕 平安朝の絵画的料紙装飾の研究

平安朝の料紙に施 され た絵画的装飾を絵 画史的 見地 か ら研究 する。

〔皿〕 日本古代文様 の様 式的,形 式的研究

日本古代文様全般を様式 ・形式の両面 か ら歴史 的に研究 する。

6

関 口 正 之(資 料室)

〔1〕 轡教 画の研究

明王像(特 に愛染 明王像)を 中心 に資料を蒐集整理 し展開の諸相を検討す る。

〔皿〕 浄土教 画の研究

総合研究 「平安時代 にお ける浄土教美術の総合的研究」 の絵 画部 門を分担。

阿弥 陀来 迎図 ・浄 土変相 図を実証的 に検肘す る。

〔皿〕 日本 古代 文様 の様 式的 ・形 式的研究

仏画に使 川 され る装飾文様 を蒐集 盤理 し尊像画 との関連を追求す る。

〔Ⅳ〕 南詔 ・大理における仏教美術 の研究

遺品に表 わされた各種尊像の図像学的特色 と,中 央 アジア ・西蔵地方の美術

との様 式上の影響関係を検討する。

●

中 村 伝 三 郎(主 任研 究官)

〔1〕 明治以降の主要彫刻家の伝 紀資料及 び作 品の調査研究

(1)竹 内久一の業績 について前年度 よ り調査を継続。

(2)荻 原守衛の 「生涯 と芸術 」の うちく画家志望の在京時代〉を改 めて考究。

② 石井鶴 三の明治末 か ら昭 和前期 にいたる多面的な美術業績 について。

〔II〕 現代 日本 美術 の調査研究

(1)彫 刻を中心に工 芸 ・絵画 の動 向を総合的に常時調 査考究 している。

② 国際 美術展を主 と した戦後美術の動向の調 査研究

東京 国立近代美術館 との総合研究(科 学研 究費)に 参 加,「 日本 に招来 され
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V研 究活動及び事業

た国際美術展」を分担。

〔皿〕 日本近代美術の発達に関す る明治前 ・中期の基礎資 料の調査研究

第二研究室を主 とす るく 特別研究 〉を分担。

σ

上 野 ア キ(主 任研究官)

〔1〕 大谷 コレクシ。ンの研 究

同コ レクシHン 全貌把握のため,資 料収樂及び様式的検肘を継 続。

〔皿〕 中央アジア古代絵画史研究

中央アジア古代絵画遺品 について,国 内資料の収 集考察 を行 な うと ともに,

在外 資料の収集 ・交流を行な う。

〔皿〕 敦煙絵 画研究

敦煙画の展開過程を示す基準作例 の系列 の中に仏伝 図の位置づ けを行な う。

C研 究 ・調 査 活 動(昭 和45年1月 ～昭和46年3月)

中 川 千 咲(美 術部長)

〔1〕 金沢 石川県 立美術館,中 村記念館等 にて古九谷及び漆芸品の調査を行ない,

また9月 発掘 の古九谷窯跡,発 掘 破片 の調査 も した。46年3月 佐賀県有 田にて柿右工

門関係 の諸資 料及び柿右 工門窯,今 右 工門窯 における伝統的窯技の調査 を行 な った。

また 中世陶芸の資料整理を行ない,近 代陶芸 に関 しては横浜神部氏,野 村氏な ど所

蔵の陶磁,そ の他近 代工芸作 品の調査を した。

久 野 健(第 一研究室 長)

45年1月 には小田原松田福一郎 氏所蔵 の菩 薩半脚像,蔵 王権現懸仏等の調査,3月

には六波羅蜜寺諸像の調査を行な う。 同年5月 には,新 潟県不動堂薬師如来像,同 茂

林寺地蔵半珈像,同 願成寺銅 造観 音菩薩像等の調査,7月 には,千 葉,大 勝寺の阿弥

陀如来像,8月 には千葉,天 福寺 の十一'liU音 像の調査撮影を行 な った。9月 には,

愛知県常滑市の大醤寺十一面観吝像,同 高讃寺 の仁王像,同 芭源寺阿弥陀如来像,9

月末 には千葉来福寺の賢光作の薬 師如来 像の再調査 と撮影,10月 に は福井県小浜市の

長福寺十一面観音像,同 国分寺の薬師如来像,同 正法寺の半凱 思惟像等の調査撮影を
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行 ない,11月 には長野県薬王寺薬師如来像,無 量寺の阿弥陀如来像,瑠 璃寺薬 師三尊

像 の調査,12月 には,岐 阜県願興寺 の釈迦如来像,明 鏡寺の聖観音像,円 鏡寺の不動

明 王像 の鯛査 を行な い,46年1月 には愛知県七ツ寺の観音,勢 至像,林 光 寺薬師如来

像等 の調査を行 な った。2月 には,静 岡県の赤 野山観 音堂十一面観 音像,西 光院阿弥

陀三尊 像等を調査,3月 には石川県の薬師寺の諸像,伏 見寺 の阿弥 陀像等 を調査 した。

この うち,天 福寺の十一面観音像を制作 した仏師 賢光につ いては,論 文 にまとめ,美

術研究 に発表,中 部地方の諸像の調査結果は,近 く中部古代彫刻史論 として論文 にま

とめ る予定であ る。

6

柳 沢 孝(第 一研究室)

〔1〕1)平 安後期の絹絵 仏画遺品に関しては,藤r術 館所蔵両部大経感得図の

修 理を機会にX線 写其による撮影 と詳細 な調査 とを行ない,特 に補筆補彩について検

肘 を加 え,ま た色紙形 下か らあ らわれた鷹図 についての報告を美術研 究に発 表 した。

唐 本曼茶羅の珍 しいuitr大 仏頂蔓茶羅 と未紹介の普賢菩 薩 とを,光 学的方 法によ っ

て精査 し,か つ 図像学的な 面か らも考察 した。2)知 恩院 並びに京都 国立博物館寄託

の浄 上教関係絵 画の調査研究を実施 した ほか,白 描図像についても個人蔵十巻抄等の

調査や ア メリカ各地の美術館所蔵にかか る白描 図像 の整理 と研究 とを行な った。3)

ユネスコ束アジア研究 センター仏教美術研究部会 の専門委員 と して ,九 州富貴寺阿弥

陀 堂壁 画0)調 査 並びに写真撮影の実施に参加 した。4)ま た同専門委員 と して,1960

～69年 の10年 間 にわたる仏教美術関係の著書 並びに雑誌文献 の目録作成を担 当した
。

〔∬〕 四天王寺及 び個人所蔵嗣面法華経について再調査を行ない,ま たその製作に

関す る電要史料を含む玉葉の記事を内閣文庫,害 陵部等にあ る写本 と校合 したほか,

扇面法華経の経文の異同を検索するため,田 中親美氏所蔵平家納 経,久 能寺経 両模本

の調査 と写真撮 影を実施 した。

〔皿〕 敦煙請 来の絹絵 遺品の うち,前 年度 に続 き,年 記 銘の解読 と図像学的 な研究

並 びに様式的な考察 を行 ない,そ の一部を整理 して 口頭発表 した。

響

田 村 悦 子(第 一研究室)

〔1〕 日本 における書道の展開の一つの著 しい変遷 は中国書道 か ら日本風書道 への
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V研 究活動及び事業

転換で,そ の際 の固有名詞 として三蹟の道風,佐 理,行 成が意義を有す る。 この観点

か ら正木美術館蔵道風三体 白氏詩巻 ・行成後嵯1峨院本白氏詩巻の調査を行な った。又

いま一 つの変遷 と して,省 唐書道 か ら日本化 した書道が再び 中国書道一宋元書道一に

影響される伏見 ・後伏見天皇等の上代様書道 は純 日本風の ものの ように思われてい る

が,宋 元書道 の刺戟 に負 う所が ある もの とい う推測 をたててその遺品の分析を試みた 。

〔皿〕 興体字の歴史的研究 と しては,資 料の採集 に努めて きてい るが,本 年度 には

奈良時代 の続 きから平安時代 に入 り漢籍 ・仏書の古砂本のみな らず平安時代 には国書

の古写本 も姿を現 わすのでそれ らか ら異体字を収集 し整 理を進 めて いる。

〔皿〕 古筆切調査 に際 し絵巻の 詞欝の切 に出会い,如 何な る絵巻の詞かの研究 に入

り,又 独 立の古画 とみ えるもの に絵巻か ら切取 った絵 も少 くない ことに気付 き何の絵

巻に属 す るかを研究 したが,第 三 に,巻 子をな して いる絵巻で も詞や絵が切抜かれて

詞 と絵 との対応を失い その絵の解釈が誤 ってい るものについて正 しい比定を与え,原

家旧蔵伊 勢物語絵巻の絵解 きを発表 し,且 又,詞 書の下絵がその巻の扱 う物語即 ち伊

勢物語 に材を と った ことを見いだ した。

◎

猪 川 和 子(第 一研究室)

昭和45年 度 は,研 究題 目 〔1〕 の平安時 代彫 刻の作例 であ る滋賀 石山寺の如 意輪観

音 像が,奈 良時代 に塑造の観音菩薩像が造 られて後,火 災 にあい,現 在 の木 彫像 に造

り変 え られ た時期 について従来緒説があ ったが,こ れを再 検謁 し,石 山寺関係 の諸記

録等 を始 めとす る文献を調査 し,そ れ らの裏付 けか らも,従 来 秘仏 として様式 的特色

を全面的 に捉え ることが困難 であ ったこの像の造 立は,本 堂の再建時 にその時期を推

定 するのを妥 当と考えた。そのため,ほ ぼ同時 代の作例 である京都万寿寺,即 成院,

滋 賀浄厳院 その他の丈六像の調査を行ない,様 式的考察 に資 した。 また九州地方 の諸

作 例について の研究の一部 として,前 年調査を行 な った観 世音寺 と大分真木大 堂像 に

ついて小論を まとめた。 〔∬〕 については前年度に一卜世紀基準作例 を中心 とす る四天

王の一系統 の像の整理 を行 な ったが,爾 余の作例に関 して未 調査 の像の資料蒐集 を行

な った。 〔皿〕の南北朝時代を中心 とす る在銘彫刻の作例 の うち,京 都法園寺,匡 王

寺,正 法寺,奈 良松尾 寺,長 円寺,和 歌 山広利寺,興 国寺,兵 庫福祥寺,岡 山妙囲寺,

愛知願成寺,実 相寺,他,新 発 見の諸 像を含む基準作例の調査撮影を行 な った。
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宮 次 男(第 一研究室)

〔1〕 一遍 上人 の絵伝の諸本の研究を前年 にひきつづ き行ない,聖 戒本と宗俊本 の

成 立事情 に検討を加え,一 通上人絵伝に関す る研究 をまとめた。また45年11月 下旬に

徳川美術館蔵 の絵巻:破 来頓等絵巻 ・長谷寺縁起な ど,同 館所蔵の絵巻(除 源氏物語

絵巻)類 を調査 ・撮影 した。

〔II〕 「日本 肖像画 の基礎的研究」の課題 によ り科学研究費補助金の交付 を受 けて,

肖像画の基礎資料 の収集 と調査 ・研究を行な った。 その主な ものは,東 京 ・京都 ・奈

良 の国立博物館所蔵及び寄託肖像画,徳 川 ・藤田 ・正木美術館所蔵 肖像 画 ・羅漢画の

調査研究 ・写真撮影を行 ない,特 に似絵関係遺品 と高 山寺関係肖像画に重点 をおいた。

そ のほか,既 刊 出版物掲載の肖像遺品索引 カー ドの製作,お よび,当 研究所所蔵 の肖

像画写真の原板索引 カー ドの製 作をあわせ行 な った。

ひ

戸 田 禎 佑(第 一研究室)

宋 元代の人物画の研究 を行 な ってお り,45年6月 に台北市 の国立故宮博物院で開か

れた,中 国画に関す る国際 シンポジウム(中 国古画討論会)で は,「 元末人物画 と禅

余画家」 というテーマで発表を行 ない,日 本 に遺されている中国画 の資料を紹 介する

と ともに,従 来 の中国人物 画の展 開につ いて,再 考 さるべ き諸問題 点の指摘 を行 な っ

た。 この研究は更に拡大化 し集 大成 しなければな らず,目 下,そ の達成 につ とめてい

る。
o

秋 山 光 和(第 一研究室)研 究員(非)

1.故 宮博物院(台 北)所 蔵中国絵 画の調査

2.扇 面法華経の調査(四 天王寺,西 教 寺,個 人蔵)

3.富 貴寺阿弥陀堂壁画の調査

4.聖 徳太子伝障子絵 の調査

岡 畏 三 郎(第 二研究室長)

1.大 正期 におけ る新絵 画運動 について,当 時刊行の諸資料の調査,蒐 集 のほか,

1
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V研 究活動及び事業

当時活動せ る現存画家を訪ね,聞 き書 き,並 びに所蔵資料の複写蒐集 につとめ研究を

続けてい る。

2.昨 年以来 継続 の明治美術 の基礎 資料 の調査研究 については,新 聞,雑 誌,そ の

他当時 の記 録を もとに,明 治初年か ら編年的 に,美 術関係施設,展 覧会,博 覧会,美

術界の動向につ き資料 の調査,蒐 集 をすす めて いる。

3.19世 紀 ヨーロ ッパ美術 と 日本近代美術との影響関係を調査 のため,45年11月 よ

り46年2月 迄,在 外研究員 と してフランス,ス イス,英 国,ド イツ,等 西欧10ケ 国に

出張,各 地 の美術館,個 人蔵 の作品(主 として絵画)に ついて調査を行な った。

4.初 期洋画家の伝記資料,作 品調 査は山下 りんについて関西地区の正教会関係を

調査 した.

●

関 千 代(第 二研究室)

(1)狩 野芳崖の作品と伝記資料についての調査蒐集を次の通り行ない,多 くの資料

を得ることが出来た。下関市長府博物館並びにその近在所蔵家の協力により比較的初

期作品についての資料を得られこれを調査撮影した。又芳崖が依頼され制作した鹿児

島市島津家蔵品の調査撮影を行なった。神奈川県下丹波恒夫邸において芳崖模写のジ

オルジオネ筆聖母子像(石 版画)の 調査撮影を行なった。東京芸術大学には多くの資

料が蔵されるが,こ の一部についての調査撮影に慧手した。(21比叡山延暦寺取蔵「伝

教大師絵伝」(前田青邨ほか諸家執筆)の 調査撮影ほか,山 種美術館における小林古

径展などにおいても之を行なった。 ㈲ 東京大学新聞研究所において明治5年 以降美

術関係記事の探索を行なった。時期的に資料の乏しいのは止むを得ないが,高 橋由一

「花魁」など関連資料の若干を得た。

坂 本 満(第 二研究室)

先年度 に引続いて近世美術におけ る洋風 美術 の調査を行ない,そ の結果の一部を「南

蛮美術 と洋風 画」(小 学館)に 発表 し,ま た,美 術 部研究会,蘭 学資料研究会例会 に

おいて発表 した。7月,京 都府立総合資料館における南蛮文化 とキ リシタン遺宝展の

調 査,そ の他大阪周辺の遺品 について調査 を行 な った。

朝 日新聞社主催 スペ イン美 術展 に参画 し,出 品諸作品 を研究調査 した。

2?
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陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

先年度に引続き,万 家の万鉄五郎関係資料を調査し,そ の結果は美術研究の論文の

なかに発表した。松本竣介,野 田英夫については,文 献資料の調査と併行して,松 本

記念室(神 奈川県立近代美術館),.有馬氏所蔵作品を調査撮影した。

初期洋画に関しては,東 京国立博物館版画室,藪 本荘五郎氏蔵の亜欧堂田善作品を

調査,ま た大阪市周辺に所在する作品の調査も行なった。

ゆ

川 上 浬(資 料 室長)

万国博美術館出陳の中国画,と くに海外 よ り出品 された諸作品を調査 した。

昭和45年2月 お よび46年2月 に,正 木 美術館所蔵 中国絵画 ・日本中世絵画,中 国な

らびに日本の書蹟等約250点 の調査 を行 な った。

昭和45年6月,台 北の国立故宮博物院主催 「中国古画討論会 」に参加 した。

田 実 栄 子(資 料 室)

研究題 目の中,特 に力を注 いでい るの は従来通 り 「近世初期 染織品の研究」で,こ

の時期のわが国の染織工芸は近 世初 期(16世 紀前後)に 輸入 された外来染織品並びに

外来染織技術の影響が極 めて甚 大で あるため,従 来の国 内に於いての研 究調査 に加 え

て,こ の年 は西欧の博物館に蔵 され る同時代の染織品 との比較研究調査(主 として北

欧の博物館蔵染織品を対象 に)の た め,昭 和45年4月 下旬か ら5月 中旬にかけて海外

出張 した。 また この年は当研究所美術部 の総合研究 と東京国立博物館工 芸課 の総合研

究の二つの科学研 究費に加 わ ってい るた め,こ の研究の調査では,米 沢 ・上杉神社,

仙台市博物館,白 石 ・片倉家,日 光 ・東照宮,名 古屋 ・徳川美術館,京 都 ・高台寺等,

実物鯛査 も頻繁に行 な った。

また小袖の研 究,伝 統的染織の調査 ・研究,上 代裂の研究 は機会あ るごとに従来通

り,所 蔵家や技術の現場に出向いて続行 して いる。

●

k

辻 惟 雄(資 料室)

初期狩野派研究については,狩 野元信三(美 術研究270号)狩 野元信四(同271号)
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●

狩野 元信 五(同272号)に おいて,こ れ まで の元信研究 の結果 の報告を一応完結 した。

今後 は狩野永徳の研 究を中心 に調査 を続行 する。 出張調査 につ いては昭和45年6丹 日

光 東照宮 の依頼 で同社陽 明門天井 画の調査 に赴 き,手 法や筆者 について検討 した。ま

た46年2月 に 日光東 照宮蔵の蒔絵 ・杉戸絵その他の調査を科学研究費に よって行な っ

た。3月 には四国地 方の調査 によ って,四 条 円山派 ・文人画等の新資料を多 く得た。

北 斎の読本 については,こ の分野の全図を収録 した本を出版すべ く準備を進めてい

る。

江 上 綾(資 料室)

平 安時代 の料紙装飾の研究 としては,奈 良興 福寺蔵 の重 要文化財紺紙 金字成唯識論

の 表紙絵 ・見返 し絵 など,経 典 の料紙装飾の研究調査を中心 に進 めた。上記の成唯 識

論 の表紙,見 返 しは,紗 と綾を用いた西本願寺本三十六人 集 に類似 の もので,そ の絵

画 装飾 の様 式の 年代 も非常に近 く,貴 電な絵画史料であ るが,こ れまであま り紹 介 さ

れていない。古代文様について は,今 年度は特に大陸 との関係にt;;,iを置いて,資 料

収 集 とその発展 に関する研究 を進め た。

o

関 口 正 之(資 料室)

〔1〕 密教画の研究の継続 として随 心院愛染 曼茶羅図,醍 醐寺愛染 曼茶 羅図,醍 醐

寺愛染 明王像,細 見 家愛染明王像の調査を行な った。

〔u〕 浄土教 画の研究 は文部省科学研究費総 合研究 「平安時代にお ける浄土教美術

の総 合的研究」 の絵画部分を分担 し,安 楽寿院,興 福院,'こ 千院 の阿 弥陀二十五 菩薩

来 迎図,一 心院 阿弥 陀来迎図 を調査 し,知 恩院 蔵浄上教画, 一三千院壁画,窟 貴寺壁画

の調査 を実施 した。

〔皿〕 日本 古代文様 の研究 では,一 般研究 「大陸 との関係 にお ける日本古代絵画史

料 としての文様 の研究」(江 上綾)の 研究 協力者 として富貴 寺,興 福寺,春 日大社 等

の 作品を調査 し資料 蒐渠 につ とめた。

中 村 伝 三 郎(主 任研究官)

く1)9月 ～10月,福 岡市 博多東公 園に設置 されてい る竹内久一製作 「日蓮上人銅 像」
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並 びに山崎朝雲製作 「亀 山上皇銅像」(共 に明治37年11月8日 除葡 を詳細 に調査,

正 ・側 ・背面 か ら写 真撮影を行 ない,両 銅 像に関す る現地での口伝 ・文献資料の多 く

を蒐集 した。 さらに,神 戸市に於て,須 磨離宮公園で開 催中の第2回 現代 日本彫刻 展

を調査,写 真撮 影を行 な った。

(2)46年3月,倉 敷大原美術館へ赴 き,特 に戦後同館に収蔵 された外国作品につい

て調査,資 料 を蒐集 した。

●

上 野 ア キ(主 任研究官)

敦煙画仏伝図 につ き詳細 な検討 を行 ない,概 要 の記述を主 とす る(上)を 公表 し,

その展開過程 の考察を(下)と して近 く発表 の予定で ある。東大の科学研究資に よる

総合 研究 「敦煙絵 画の研究」 に 「敦煙 に於 ける仏教説話図 の研究」を分担 し,種 々の

資料 交換 の場 を得 て,研 究を発展 させ る上 に得 る所大であ った。な お敦煩画仏伝図 と

の関連 に於て,ア ジア各地域の仏伝図の資料 の収 集 ・検討 につとめた。 また従来 より

研究 課題 であ る大谷 コレクシ 冒ン及び中央 アジア絵 画史研究 につい ても,資 料 の収集

・交 換 ・考究 につ とめ,新 知見を得た。

①:著 書 ②:論 文 ③:解 説
D主 要 研 究 業 績 ④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥:そ の他

昭45・1～ 昭46・3

中 川 千 咲(美 術部長)

②江戸時代陶芸の流れ

④古九谷の問題

⑥九谷の意匠

⑥意匠と文様

ミ・ユー ジ ァ ム23545・10

美術 部研 究 会45・9

石 川 県教 育 委 員 会45・10

佐 賀 県 教 育 庁46・3

■

」

久 野 健(第 一研究室長)

①美術史,日 本(辻 ・永井と共著)

①法隆寺(鈴 木嘉吉と共著)

②箱根本地仏懸仏について

②飛鳥初期の彫刻

近藤出版社45・1

小学館46。3

史　 と美術40545・6

月刊文化財8745・12
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■

②仏師賢光の十一面観音像について

③天平の彫刻

③裁金文様の地蔵菩薩立像二躯

③最澄と美術

③夢殿の秘仏

④箱根神社の本地仏について

⑤鎌倉文化と運慶

⑤新潟県下の仏像彫刻

⑤東国の彫刻

V研 究 活動及 び事業

美 術研 究27446・3

学習研究社 「日本 と世界 の歴史5」45・2

古美術3045・6

比叡 山時報45・7

中 日新 聞46・2

美術部研究会45・4

NHKテ レ ビ45・7

新潟県教育委員会講演会45・7

東京国立文化財研究所開所記念講演会45・11

柳 沢 孝(第 一研究室)

②永久寺真言堂障子絵色紙形より出現の鷹図について 美術研究266

③両界愛茶羅関係作品解説 講談社 「日本絵画館2」

④日野原家大仏頂曼茶羅について 美術部研究会

④年記銘ある敦煽絹絵遺品について 敦煙絵画研究会

⑥来迎図について 仏教青年会

45・3

46・2

45・12

45・12

46・2

田 村 悦 子(第 一研究 室)

② 原家旧蔵伊 勢物語絵巻の絵解 き一井 びに詞iと その下絵 に関 する私見一

美術研究27346・3

③ 付載,材 木注文行間書釈文(寝 殿造 邸宅に関する造 営文書)

「日本建築史研究」続篇46・1

④ 伊勢物語絵 巻の絵解 き 美術部研究会45・6

猪 川 和 子(第 一研究室)

②仏工のらくがき

②観世音寺馬頭観音像と真木大堂大威徳明王像

②石山寺本尊観音菩薩像

④石山寺本尊像について

日本 美 術 工 芸37945・4

仏 教 芸 術7645・6

美 術 研 究27246・1

美 術 部 研 究 会45・10
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宮 次 男(第 一研究室)

① 日本絵 画館4鎌 倉(共 著)講 談社45・3

① 一遍上人絵伝 至文堂46・1

① 日本絵画館2奈 良 ・平安1講 談社46・2

② 乱世の絵巻 望星1-345・8

⑤説話絵巻の展開 美術 部公 開学術講 座45・10

戸 田 禎 佑(第 一研 究室)

②伝牧渓筆,芙 蓉図 をめ ぐる二,三 の考察 仏教 芸術7945・12

③元 画白衣観音図 国華92245・6

④ 中国古 画討論会について 美術史学会例会45・10

⑤元 末人物 画と禅余 画家 故宮博物院主催中国古画討論会45・6

秋 山 光 和(第 一研究室)研 究員(非)

●NewBuddhistSectsandEmakimono(handscrollpainting)intheKamakura

Period(ActaAsiatica,BulletinoftheInstituteofEastermCulture .No.20.

March1971)

④LangdonWarner将 来 の敦燈壁 画 敦煙絵画研究会45・9

④紀 年銘 ある敦煉仏画(唐 代)敦 煙絵 画研究会45・12

岡 畏 三 郎(第 二研 究室長)

④ 「近代洋 画の始頭 と展開」並び に作品解説 講談社 「日本絵 画館 ・明治」45・1

① 「浮世絵」(1～12巻)共 著 毎 日新聞社45.1～46.3

関 千 代(第 二研究室)

②上村松園 とその作 品 三 彩25645・3

②仮面会 について ユ リイカ45・9

③近代 日本 画家(小 学館百科辞典 ジ ャポニカ)小 学館45・10

隔
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■

o

③岡田三郎助

V研 究活動及 び事業

日本郵趣45・15

、坂 本 満(第 二研 究室)

①南蛮美術 と洋風画 小学 館 「原色 日本 の美術25」

② フ ォンテヌ ブロー派の版画 みつゑ785

② スペ イン美術展カ タログ 朝 日新 聞社

②が ロ ックの美術 小学 館 「日本 と世界 の歴史」

② 「古典主義者」 リューベンス 別 冊みつゑ61

③ スペイン美術の特性 と背景 東京大学新 聞

③ ミレーの生涯 と芸術 週 刊読売 増刊 ミレー特集 号

③ 「美の美」(レ オナル ド他)日 本 経済新 聞

④ スペイン美術展の諸作 品について 美術 部研 究会

④浮世絵 ・洋 風画に反映 した西欧 画家 蘭学資料研 究会

④ 江戸時代絵 画における洋風 モテ ィーフの源泉 美術部研究会

⑤ ゴヤの 「マハ」 ブ リジス トン美術 館

⑤ スペイン美術展 について 千 葉市 扇屋 デパ止 ト講 堂

⑤王侯と民衆(ベ ラスケスとゴヤ)東 博講 堂

⑤座談会 「スベイ ン美術 展へ の招待」TBSテ レビ

⑤ ベラスケ ス ブ リジ ス トン美術館

陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

②江戸の洋風画

②松本竣介の世界

②野田英夫について

②万鉄五郎 生涯と芸術(4)

②日本の近代美術のなかの表現主義

③明治の洋画

③坂本繁二郎展

③ 「美の美」(日本近代洋画)

季刊芸術12

世界293

世 界296

美術研究273

三彩270

講談社 「日本絵画館 ・明治」

朝 日ジ ャーナル12-9

日本経済新聞

45・6

45・5

45・5

45.10

45・12

45・5

46・9

45

512

45・6

45・12

46・1

45・3

45・5

45・6

45・5

45.10

45・2

45・4

45・?

46・.4

46・3

45・1

45・3

45

5～9
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⑥高橋由一の石版画

⑥原田実著 「岡倉天心」書評

⑥モダンアート展他公募展評

⑥春陽展他公募展評

⑥坂本勝著 「佐伯祐三」書評

⑥院展 ・二科展評

⑥院展 ・二科展評

⑥小出楢重展評

⑥現代美術の展望

⑥近代美術と表現主義

素 描1145・3

三 彩25745・3

共 同 通 信45・4

共 同通 信45・5

美 術 手 帖32845・6

共 同 通 信45・9

読 売 新 聞45・9

美 術 手帖33545・12

日本 経 済新 聞46・1

読 売 新 聞46・1

・川 上

②祁秀佳 の生年

浬(資 料室長)

美 術研 究26945・11

.,田 実 栄 子(資 料室)

② 桃山 ・江戸前 ・中期の産衣 十三領 につ いて 上 ・中

一近働 裁 ・幟 衣繍 査報告 ・,2一 美術研究26?2724546二1

③伊達家伝来服飾類(染 織品)解 説 伊達家遺芳展目録45・3

③伊達家伝来服飾類図版解説 小学館 「南蛮美術と洋風画」45・6

辻 惟 雄(資 料室)
27045・11

② 狩野元信(3)(4)(5)美 術研究27145・12272
46・3

② 寛文美人か ら師宣へ一近世絵画 にお ける怪奇表現の系譜一

小学館 「風 俗画 と浮 世絵 師」46・3

③ 豊国祭図屏風解説 国華92445・7

江 上 繧(資 料室)

②本願寺本三十六人集表紙絵の復元と考察 美術研究26845・9
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V研 究活動及び事業

∂

関 口 正 之(資 料室)

②細見家所蔵愛染明王画像について 美術研究27446・3

6

中 村 伝 三 郎(主 任研究官)

② 荻原 守衛一 その生涯 と芸術一(中)3美 術研究27446・3

③小堀進,服 部正一郎,本 郷新 ら6名 の現代洋画 ・彫刻作品について解説

週刊 サソケイ45612

③9回 現代工 芸美術展 に期待 する 読売新聞 タ刊45・4

⑤近代 日本 の彫刻家 たち 神 奈川県立青少年セ ンター45・3

上 野 ア キ(主 任研究官)

②敦煙本幡画仏伝図考(上)

③日本美術史1～6

③中央アジア絵画数点解説

④敦煙本幡画仏伝図

⑤仏伝画の系譜

E科 学 研 究 費 題 目

美 術 研 究21945・11

プ リン タ ーズ サ ー クル1:1:6.8.14° ～4546:1

万博美術展 目録45・3

敦煙絵 画研究会46・3

美術部公開学術講座45・10

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

亀

② 芸 能 部

芸能 部は,日 本 の伝統芸能 の保存に資す るために必要 な基礎的理論的研究 を行 な う。

芸能部 は,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室及び郷土 芸能研究室の三室 よ り成 る。

演劇研究室 においては,日 本古典演劇(主 と して歌舞伎 ・人形浄瑠璃 などの近世演

劇)を,音 楽舞踊研究室 において は,日 本古典音楽 及び 日本古典舞踊(雅 楽 ・声 明 ・

平曲 ・能 ・邦楽 ・邦舞な ど)を,郷 土芸能研究 室におい ては,全 国各地 に分 布 して伝

統芸能 の源 流や展 開の過程 を示す民俗芸能を,そ れぞれの研 究対 象とす る。

各室の研 究目標 と しては,以 上 の諸芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保

存に関す る研究などがあ り,そ の研究 に必要な資料の収築 ・整備,記 録 の作成 として
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の撮 影 ・録音 などの作業を行な う。 また研究の結 果は,刊 行 ・講演会の開催などによ

つて公表す る。

`

●

A研 究 ・調査活動の概要

芸能部全員 による共同研 究 としては,前 年度 に引き続 き,(1)歌 舞 伎音楽 の研究,②

古典芸能;1己録の整 理方法の研究 を行 なつ たが,こ の間新庁舎への移転 に伴 なう諸作業

があ り,特 に録音室 ・調整 室 ・視聴室な ど,新 施設の運用 に必要な特殊機 器の設置に

ついての多角的な検討 に,多 くの時 日が割かれた。(1)について は,杵 屋栄 二氏所蔵の

付帳か ら得た写真資料によ り,分 析研究 を行 ない,② について は,安 原 コレクシ 。ン

邦楽 レコー ドの整理方法の研究 を続 け,「 音盤 目録 皿」 を 刊行,皿 ・a刊 行の箪備を

進めた。

次に各研 究室におけるお もな研究調査活動 を挙げ る。演劇研究室 においては,(1洛

地の大学 ・図書館所蔵 の演劇資 料の調査 ・撮影 ・整理 を続 け,② 地芝居 ・農村舞台 ・

掛踊 りな どの調査研究 を行 なつ た。 また新設の録音室 において,歌 舞伎唯子の演奏を

録 音した。

膏楽郷踊研 究室においては,(1凍 大寺修二会の研究,② 能の様式の研究を行なつた。

(1)については,昭 和40年 か ら引続 き,修 二会の全期間を通 じて,詳 細な調査 ・録音 を

行 なつたほか,併 せ て写貰撮影 を行なつた。成果を逐次刊行 す る予定 で,作 業 を進 め

てい る。② について は,前 年度 まで4ケ 年にわたって行 な った能楽全般 にわた る構成

および技法の研究 について,横 道万 里雄室長 を中心 に,所 内4名 。所外9名 が参加 し,

研究成 果を公表す る巡備 としてのまとめを行 な った。

郷 二L芸能研究室 においては,沖 縄への渡航 を初 め,各 県 に出張 しての実地調査のほ

か,東 京 における全国民俗芸能大会や,ブ ロック別 の地方大会 に出場 した芸能の撮影

・録音 などを行な った
。

なお・各研究室 は人員寡少のため,随 時,他 の研究室員の応援参加 によ って作業 を

進 めた。

■

B研 究 題 目
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V研 究活動及び事業
●

■

浦 山 政 雄(芸 能部長)

〔1〕 近 世戯 曲の系統的研究

歌舞伎脚本 ・浄瑠璃丸本 ・役者評判記 ・番付類の基礎資料 により,近 世戯曲

の系統別 に歴史的変遷 を検討 する。

〔皿〕 歌 舞伎演技譜 の研究

歌舞伎の演技の記録 を,音 楽 の譜 と並行 する総合的な演技譜 として完成す る

ための基 礎的研究。

〔皿〕 歌舞伎音楽の研 究(共)

歌舞伎難子付帳の分析研 究によ り,歌 舞 伎演出史を総 合的 に研究 する。

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

〔1〕 掛 け踊 りの研究

掛 け踊 りの発生 と変遷 および現状を明 らか にす る。

〔皿〕 関東の神楽の研究

能 の型付を基本 に考えて神楽譜を作成す る。

〔皿〕 歌 舞伎音楽の研究(共)

年間研 究調査活動 の概要欄 に記 した通 りで ある。

〔Ⅳ〕 能 の様 式の研 究(共)

年間研究調査活動の概 要欄に記 した通 りである。
■

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究員(非)

〔1〕 地方芸能史におけ る舞台の研究(45)

全国 に分布す る農村舞台の うち,と くに歌 舞伎 ・人 形芝居など近世劇舞 台の

変遷 ・現況を明 らかに し,伝 承保存 されてい る芸能 ・文 献資料を調 査研究。

〔皿〕 近松周辺 の浄瑠璃作者の研究(45)

紀海音 ・錦文流 ・西沢一風な ど近松の周辺作家について,そ の作 品 ・作風 ・

作者 の調査研究。海音 ・一風 に重点を置いた。

横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)
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■

〔1〕 能 の様 式の研究(共)

年間調査活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

CH〕 歌舞伎音楽の研究(共)

年間調査活動の概要欄 に記 した通 りであ る。

〔皿〕 各宗派声明 ・寺院行事の比較研究

佐藤道子技官を中心 とす る研究 に参加 ・協力 した。

佐 藤 道 子(音 楽 舞踊研究 室)

〔1〕 寺院行事の研究(43～45)

寺院行事が内包す る多種多様な要 素の中か ら,芸 能的 要素を抽 出 し,各 宗各

派にわた る総合的 比較研究を行ない,そ の変 遷 ・分化 をあとづ ける。

(1}各 宗派声 明の比較研究

各宗派に共 通の声 明について,用 法 ・奏演形 式 ・発声法等の分析研究を行な

い,そ の異同を明 らかに し,特 定 宗派 の独特 な声 明につ いては,同 様の方法

で特色を明 らかにする。

② 寺院に存在す る呪 師芸の研究

呪師芸 と芸能 との関連 をたど るため,密 教行事を 中心 と して,寺 院行事 に現

存す る呪師芸につ いて,研 究調査 を行 な う。

〔II〕 能の様 式の研究(43～45共)

年間研究調査 活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

〔皿〕 歌舞伎音楽 の研究

年間研究調査活動の概要欄に記 した通 りであ る。 ●

松 本 竃(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

〔1〕 能 における神楽の研究

.。 神楽 は元来 まつ りの場 におけ る神を招 く儀 式と して発達 した。 ところが能の

神楽 は女神の遊舞の楽 といわれてい る。 この違 いに着 目 して,能 における神

楽 の位置を歴史的にた どってみた研究。

〔H〕 能の様式の研究 供)
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V研 究活動及び事業

σ

年間研究活動の概要欄 に記 した通 りであ る。

6

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

〔1〕 念仏芸 の研究

全国 に分布す る民俗芸能の うち,特 に分布範囲の広い念仏芸系統 の芸能 の現

状 と,そ の伝播 ・変遷の経路を明 らかにす る研究。昨年に続 いて太鼓踊 ・盆

踊の調査を主 として行な った。

〔皿〕 沖縄舞踊技法の譜化 とその分析研究

沖縄 諸島に伝承 され る御冠船踊や民俗卸踊の技法を蒐集整理 し,そ れを舞踊

譜化 する研究

〔皿〕 歌舞 伎音楽の研究(共)

年間研究調査活動 の概要欄 に紀 した通 りで ある。

〔Ⅳ〕 民謡歌詞集成 の研究

年間研究調 査活動の概 要欄 に記 した通 りで ある。

9

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究 員(非)

〔1〕 郷土芸能の研究

44年12月 発表の 「民俗 舞踊 の庭」 に引きつ づき,そ の発展 と して,民 俗 芸能

の行なわれ る場所の うち特 に 「境」 を取 り上 げ,古 代信仰,民 俗生活 との関

連に おいて 「境 で行 なわれる芸能」 の意義 を明 らか にせん とす る研究。

〔皿〕 民謡の研究

「民謡の民俗学的研究」 「民 謡研究の 目的 を究 明する研究」 の一端 と して,

民謡歌詞,民 謡集書目,民 謡文献資料等の分類 ・調査。

〔皿〕 話芸 ・寄席芸の研究

邦楽 レコー ドの分類 によ り,落 語を主 として話芸 ・寄席芸を対象 とする近世

芸能の研究。

〔Ⅳ〕 民謡歌詞集成の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄 に記 した通 りである。
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■

C研 究 ・ 調 査 活 動(昭45.1～ 昭46.3)

浦 山 政 雄(芸 能 部長)

1.近 世戯 曲の系統的研究のため,京 都 府立総合資料館 ・大阪府立図書館 ・愛知県

西尾市立 図書館 ・同刈谷市立図書館な どの演劇 資料を調査 した。

2.地 芝居の残存形態研究のため,福 島県桧枝岐歌舞 伎の調査を行な った。

3.安 原 コ レクシ 。ン邦楽 レコー ドの 内,演 劇に分類 され るものの整理 を終 り,「,,:u

盤 目録H」 を刊行 した。

4.新 施設における録 音を,杵 屋栄左衛門 らによる歌舞{,子 の演 奏によ って開 始

した。特に杵雇富造 ・胡金吾 による上方唄 並びに合方の録音はおよそ100曲 に遼 した。

●

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

掛け踊 り研究のため,岐 阜 県郡 上郡 明方村 ・八幡町 ・白鳥町等に残 るか き踊 り,か

け踊 りにつ いて調査を行な った。

神楽繕作成の ため対象を埼玉県北蔦飾郡鷲宮町 ・鷲宮神社 の催馬楽神楽にえ らび,

35mlm写 真 ・録音等 による記録を行な った。

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)

近 世農村舞台の研究のため,京 都府宮津地区(船 舞 台)・三重県鳥羽地 区 ・長野 県

上 田地区 ・静岡県 磐田郡水 窪地 区の歌舞 伎舞 台および その芸能を調査 し,紀 録 ・撮 影

・録 音を行 な った。

近 松周辺の作家研究 では,東 京芸術大学 ・演劇博物館 ・国立国会図書館 ・都立 日比

谷図書館(加 賀文庫)・ 大谷 図書館 ・愛知 教育大学(チ ェンバレン文庫)・ 市立 ヒ田図

書 館(花 月文庫)・ 市立西尾図書館(岩 瀬文庫)・ 市立刈谷 図書 館(村 上文庫)・ 大阪

城(南 木 コレ クシ 。ン)な どで,主 として浄瑠璃本の所在調査 ・・書誌的研究 ・資料撮

影 を行 な った。

その他,安 原 コレクシ 。ン邦楽 レコー ドの うち,演劇 に分類 され るものを収め るr音

盤 目録 ∬』の刊行準備 を進 めた。

の
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V研 究活動及び事 業

横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

能 の様 式の研究 および歌舞伎音楽の研究 については,年 間研 究調査活動の概 要欄 に

記 した通 りで ある。

各宗派声明 ・寺院行 事の研 究については,東 大寺 ・延暦寺 ・法隆寺等 についての調

査 を行 い,東 大寺修 二会 を レコー ド化す るための四次元録音を監修 した。

佐 藤 道 子(音 楽多1踊研 究室)

東大 、劉彦二 会については,41年 度以降,継 続的 に研究調査を実施 してい るが,本 年

度 も引続 き細 密な調査 を行 ない,か つ,レ コー ド化す るための四次元録音を監修 した。

これ と関連 して,悔 過会 を中心 に南都諸 守の法要行事の調査を行 ないつつ ある。本年

度は,法 隆寺修正会 ・修 二会 につ いての調査 を行な った。

又,延 暦寺の主 要行 事の調 査を,44年 度 か ら実施 してい るが,木 年度 は,修 正会 ・

花供養会 ・座 主塾参会 ・、A童蘭盆会 ・別請 竪義 について調査を行な った。

その他,東 大寺 方広会 の調 査,法 隆 寺 ・薬師寺年 中行事の基礎調査 を行な った。

能の様式の研究 および歌舞 伎音楽 の研究 については,年 間研究調査活動の概要欄に

紀 した通 りで ある。

■

`

松 本 雍(音 楽舞踊研究室)

神楽の研究の為,神 楽が舞 われ る曲を現行 曲及び廃曲の中か ら選 び出 し,そ れ らの

曲の存在年代 を各種資料 から推定 した。 この為,法 政 大学能楽研究所 ・国会 図書 館等

で演能記録 ・日紀類を調査 した。又,各 家に伝 わる伝一Yj_.」'類か ら神楽 自体の変化 をたど

った 。

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

念仏芸 の研究 のため,45年 度 には剣舞(岩 手)・ 竿灯(秋 田)・ 鹿踊(宮 城 ・岩手)・

盆踊(大 分 ・態本)傘 踊(鳥 取)・ 浮立(佐 賀)等 を調査 し,写 真 ・録音資料等を蒐

集 した。

沖縄の舞踊については,二 度現地 に渡 り,真 境名 由康 ・同佳子 ・島袋光裕 ・金武良

章 ・宮城 能造等の伝承者か ら型や口伝を取材 した。
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歌舞伎音楽の研究および民謡歌詞集成の研究については,年 間調査活動の概要欄に

記した通りである。

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)

民 謡の研究に関 しては,民 謡集や民謡文献資料の カー ド作製 ・分類を行 な うほか,

それ ら文献 の価値検討を して,一 覧作製,書 目解題を行な った。

「境の芸能」「杵築 ・佐太 ・美保 ・熊野 の出雲 四柱 の神 の研究」及 び 「塩 冶判官の誕

生研究」を 目的 と して,出 雲地方の現地採集調査 を行な った。

民謡歌 詞集成 の研究 については,年 間調査活動の概 要欄に記 した通 りで ある。

D主 要研究矧 雛 鰯 騨 放送8胤

浦 山 政 雄(芸 能部長)

②役者と舞踊

③曽我狂言舞踊集曲目解説

③丹波与作待夜の小室節

⑤歌舞伎の技法

⑤せりふ百態一そのメリハリとノリー

⑤日本の舞踊

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)

② 「義経新高館」小考

③民俗 ・風俗項目 小学館

④海音の手法

④金平浄瑠璃 「清原の右大将」について

平凡社 日本の古典芸能W

国立劇場プロ

国文学解釈と鑑賞

白百合女子大学

朝日講堂

東京教育大学

立教大学 日本文学 第24号

大 日本 百科 事典ジ ャポニカ12～16

近松の会

近松の会

45.11

45・5

45.10

45・4

45・12

45.12

45・?

45・3

46・3

45・5

45.11

横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

③能狂言の芸術論 ・世阿弥の言葉

⑤序 破 急について
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伝統 と現代 第3巻45・4

日本舞踊 協会 研修会45・8
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⑤地方に生きる伝統芸能一能 ・狂言一

⑤陰嘱子の道一組み立てと技法一

⑥能 「鷹姫」上演改訂台本作成

⑥狂言 「子子」上演協力

⑥能 「鷹姫」上演第二次改訂台本作成

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

②室町時代の衣生活と能装束

③"お 水取り"あ れこれ

松 本 爽(音 楽卸踊研究室)

③上演曲について

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

②さすらい人の戯曲

②民間信仰と芸能

②民俗と芸術の間

②民俗学よりみた荒事の美術

②芸能の伝承

⑤宮廷の年中行事

⑤地方に生きる伝統芸能一能 ・狂言一

⑤東国の芸能

⑤福の神と日本人

⑤さすらい人の芸能史

V研 究活動及び事業

NHKTV45.11

朝 日講 堂45・12

京都観 世会 館45・6

NHKTV45・7

水道橋能楽 堂45・12

被服文化No.126

東京好 大学学報4646:1

鎮仙175～184

歌舞 伎7号

桜菊183～5

日本 の古典芸能6「 舞踊」 平凡社

歌舞 伎

「古代 の 日本2」 角川書 店

NHKTV

NHKTV

東京国立文化財研究所開所記念講演

⑥ 日本万国博 ナシ ョナル デー 日本の 日催物構成演出

⑥ 日本万国博催物 日本の祭制作 ・演出

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)

45・1

45

1,3,5

45.11

46・1

46・3

45・1

45.11
～12

45.11



Y

③民旙集書 目解題 慶応義塾大学言語文 化研 究所46・3

⑥折U信 夫全集 ノー ト編第10巻 万葉集(巻 七 講義)中 央公 論社45・12

E科 学 研 究 題 目

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

(3)保 存科学部

文化財 の材質 ・構造 ・技法の科学的研 究,並 びに文化財 のおかれている保 存還境の

科学的研究を行な い,こ れを基盤 として文化 財の保 存 と修 復に関する技術的研究を し

て いる。換 註すれ ば,文 化財の 自然 科学 的研 究,文 化財 を資料 とす る科学技術史的研

究,文 化財の保存 と修理のための科 学技 術の応用研究 の三方面 がある。

研究組織 と して は,化 学研究室 ・物理 研究 室 ・生物研究 室 ・修理技術研究室の4研

究r!_/からなってい る。

化学研究室

文化財及び その保存 に関す る化学的及 び分 析的 調査研究 並びにその結果 の公衷 に関

す る事務 をつ かさどると規定 されてい る。即 ち文化財を構成 して いる各種素材の同定

・分析か ら老化 ・崩壊過程の究明とその防止 の化学的研究 である
。分析 には微鼠分析

及 び非破壊分析を主 と して行な ってお り,老 化防 止 ・強化 ・接着 等には合成樹脂等の

応用開発 に主 力を注いでお り,又 空気汚染 の文化財へ の影響或 は防 虫防徹剤 の適否に

つ いての研究 を行な ってい る。

物理研究室

文化財及び その保存 に関す る物理 的調査研究並 びにその公表 に関す る事務をつか さ

どると規定 されてい る。文化財 自身の構造 ・強弱 ・安定等研究の ため,材 料試験を行

な い或 はX線 写真 ・γ線写真等 の特殊撮影 を応 用 し,又,文 化財 の保存環境に関 し,

採光 ・照 明 ・温湿度等の文化財 に及 ぼす影響 とその防止の研究を行な ってい る。例 え

ば美術品 の博物館内での展示,収 蔵庫 内での収蔵及び梱包輸送 に関 し適正条件の設 定

と調節技術を開発 してい る。

生物研究室
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V研 究活動及び嘱業

文化財及 びその保存 に関す る生物学的調査研究並びにその結果 の公表 に関す る事務

を つかさどると規定 されてい る。文化財に使用 され又随伴 してい る動植物的材i1の 判

定 を行 な うとと もに徽及 び菌 ・昆虫等 によ る文化財 の徽害 ・菌及 び虫害 の防除の ため

保 存環境 の改善並 びに徽及 び菌 ・昆虫等の採取 ・同定 ・培養並びに殺 菌 ・殺 虫のため

の薬 剤 と装 置の開発を行 な ってい る。

修理技術研究室

文化財 の修理 に関 する科学的 ・技術的調査研究及びその結 果の公表 に関 する事務 を

つか さどると規定されてい る。 多種の絵画 ・彫刻 ・工芸品 は勿論,木 造建造物の天井

・壁に描かれた絵画,柱 ・梁 ・組 物等 の彩色 装飾及 び障壁画並び に彫刻的細部か ら石

造建造物の修理 に及ぷ極 めて広範 囲の内容 が対独 とされてい る。 したが って,化 学 ・

物理 ・生物の各研究室の協力の もとに調査研究 が進 め られ る。技術的 には修理文化財

を,(1)板 絵 ・彩色木工品 ・漆 芸品,② 紙布 に描 かれた絵画,(3)土 器 ・陶磁器 ・金工品

・石造物の三種類に概ね分け ることができる。 調査研究 は,現 地へ出張す る場合 と,

保存科学部 ア トリエ 内に文化財を移動 の ヒ行 な う場合 とがある。 ア トリエは文化財修

理の病室や治療室 ・手術 室の役 目を果 していて,こ こでは徹 底 した科 学的調査研 究 と,

科 学的処理 を以 って周到な修理が可能であ る。同時に過去の技術 の復 原と伝統技術 の

検 討がなされる。

A研 究 ・調査活動の概要

昭和45年 度で生物 研究 室に始 めて定 員研究職が1名 認め られ,又,保 存科学 実験 室

の改造 ・模様替 と別 館竣工によ って,大 幅 に施設が拡充 ・整備 した。 海外研究者 との

関係が深 あ られ,来 訪者 の講演 と相互の意見交換が行なわれて有意義であ った。

特別研究の 「陳列 室並 びに収蔵庫の室内温湿度及び汚染空気 が美術品 に及ぽす影響

とその防除 につ いての研究」 は,昭 和42年 度か ら3ケ 年計画で実施 して きたが,昭 和

45年 度1ケ 年を延期 し,別 館 内収蔵庫 とその他の室に関 し,空 気 調和 と新築 コンク リ

ー ト造 との関係 を調 査 した。又奈良国立博物館で開催 された正倉院展 における陳列 ケ

ース内外の保存環境 につ いて,温 ・湿度及び空 中菌に関 し助 言するとと もに調査 を行

い,良 好であ ることを確 認 した。

万国博覧会美術館の美術展示環境 につ いて は,前 年に引 きつづ き指導助言を与えて

45



きたが,現 在 可能 な美術展 示環境 の造成 に努 力した。竣工後及 び公開以前並び に公開

中,下 記諸事項に関 し,万 博美術館の協力を得て測定 し,空 調運転 と照 明の調整 に助

言 し必要 に応 じ基 準の設定を助言 した。

に)温 湿度の設定 ・測定

② 気流 ・塵埃の測定

a)二 酸化窒素 ・炭化水素 ・メル カプタン ・炭酸ガ ス ・硫 黄酸化物 の検 出

b)空 中菌の測定

c)空 中の苛性 度の測 定

d)入 場者数 と炭酸ガスの測定

(4)展 示用照明度の測定

(51テ レビ ・映画 ・写真撮影に関す る照明の基 準設定

受託研究では,前 年度に引 きつづ き加曽利具塚の遺 跡保 存について行 い,合 成樹脂

と防微剤を併用 して,遺 跡 の崩壊 防止と防徹効果 を観察 したが,無 機物の析出の処理

等 も加わ ってお り,今 後一層装飾総合的な環境造成の研究 が必要 とされ ることが痛感

された。

九州装飾古墳保存に関 し,九 大を中心と して調査研究会 が文化庁の要請によ って組

織 され,こ れに協力 して玄室内彩色壁 画の顔料分 析 と石質 の調査 を分担 し,又 玄室内

空中菌の採取 と同定を行 った。

他方,腐 朽に原因す る破損 度の高い建造 物部材 及び細部剖型,彫 刻を廃棄す ること

な く,再 使 用す るための試験 研究 として,歎 喜院 の手挾(創 型 ・彫刻)の 特殊合成樹

脂 の充填 ・補 加による整形 を行 った。更 にこの方法を拡大 して,別 館の新 ア トリエを

利 用 し,旧 冨貴寺塔婆部材 について,柱 ・台輪 ・斗1洪・丸桁等大量処理 を実施 した。

従来 不可能視 されてきた木材 腐朽 の著 しい部材 の保存が始 あて可能 とな った ことは特

記 され る。 これ らの部材 は,単 層 宝形造屋根の小堂 として,法 隆 寺に今春組 み立 て ら

れ る予定で ある。

東京国立博物館構内庭 園 に雨露 にさらされてい る江戸時代 の鉄灯籠が著 しい錆を生

じ保存上その防止が必要 とされたので,解 体 の上錆 の進行程度 に応 じて,合 成樹脂の

処理を行い,再 び庭 園に組 立てた。更 に今後 の保存状況 と合成樹脂の効果 とを観察 す

る。
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V研 究活動及び事業

次 いで,大 阪府和泉黄金 塚古墳 出土の鉄器 に,こ こ2,3年 で錆 による崩壊 の進行

が見 られ たので,東 京国立博物 館の依頼 によ って合成 樹脂 の減圧含 浸を実施 した。 こ

れ ら一連 の研究で腐朽 木材 を銃化 鉄器処理 の標本 を提供 することができた。

一

B研 究 題 目

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

〔1〕 出土木 製品 の保存処 置に関す る研究(44～45)(共)

〔皿〕 古材の再使 川のための化学処置に関す る研究(共)

〔皿〕 石造文化財 の保 存処ltiLに関 する研究(共)

〔Ⅳ〕 遺跡の保存処 置に関する研究(共)

〔V〕 古代ガ ラスの研究

〔V【〕 和紙お よび表具技術の研 究

〔粗〕 文化財 の科学的保 存技術 の国際的比較

ら

樋 口 清 治(化wr,f研究 室)

〔1〕 木 造建 造物修理 における合成樹脂の利 用に関す る研 究(共)

腐朽,虫 触 などで廃棄材 とされ るような部材を,合 成 樹脂 の含浸 強化 と欠損

部に樹脂 を補填,整 形 することで建造物 として再用 させ る。

〔皿〕 出土鉄製品保 存処 置の研 究

合成樹脂 の減圧含滲 によ り,錆 で崩 れた鉄製品を強化,防 錆 し,考 古学的復

原をする。

〔皿〕 剥落どめ用 の合成樹脂の研究

剥離層の比較的厚 い劉落 どめには,従 来 のP.V.Aや ブチラールでは好結果

が得 られないので,新 しい タイ プの合成 樹脂 を研究 して利川す る。

〔Ⅳ〕 遺跡保存処置 に関す る研究(共)

遺F面,貝 塚断面の崩壊防 止のための合成樹脂処置を実験的に研究す る。

〔V〕 石造文化財の保存処置 に関 する研究(共)

〔W〕 出土遺物の とりあげ方 法の研 究

出土人骨な ど崩壊 し易い ものを,表 面を防護強化 した状態で,そ のまま とり

4?
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●

あげ る技術 的研 究。

門 倉 武 夫(化 学研 究室)

〔1〕 空気汚染が文化財 に及 ぼす影響 についての研究(共)

文化財 に及ぼす影響を究明す るため各地 の文化財環境空気 中の炭化水素,イ

オウ酸化物,窒 素酸 化物,炭 酸ガス,塵 埃 などの汚染因子を ガスクロ4ト グ

ラフ ィー,ア ルカ リ濾紙 法,そ の他によ り測定 し,汚 染 の成因,挙 動,経 年

変化等・について検討す る。

空気中の硫化水 素,メ ルカプ タンの測定 法の検討及 び汚染度の調査。

〔皿〕 陳列室な らびに収蔵庫内の温湿度及び汚染 空気が文化財 に及 ぽす影響 とその防

除(共)特 別研究

〔皿〕 文化財 の研究 に対 するCHN元 素分析計の応用研究。

基礎資料を得 るため,漆,膠 等の試料に対 し,分 析的 実験を行 う。

登 石 健 三(物 理研究室長)

〔1〕 コ ンクリー トよ り発散 され る苛性粒子の研究。

存否のテ ス ト法,粒 子の寿命 ・安定性 などに関す る基礎的な性 質の研究 を行

ない続行 中。

〔H〕 鎌倉大仏の変形に関す る研究

約100年 前の もの と思われ る写真を もとにその撮 影点 をさが し,同 一比形の

写像 を撮影・ これか らこの100年 問 に僅 かな頭部の前 傾があ ったかという結

果 を得た。

〔Ⅲ〕 ジsッ ト輸 送中の荷物室温湿度圧力変化の測定 。

乾電池を電源 とし,こ れ らを 自記記録す る装置を組立 中。

〔Ⅳ〕 展示施設 ・収蔵 ・施設 内の保存環境

特別研究 「陳列室な らびに収蔵庫 内の温湿度 および汚 染空気が美 術品 に及ぼ

す影響」 によ る調 査研究 も含む。

〔V〕X線 γ線 による文化財 内部構造 ・欠陥等 の透視研究

仏像 ・工芸品 ・出土品 ・絵 画等 で材質 はキ ャンバ ス ・木 ・漆 ・金 属等 を含 む

"

7
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V研 究活動及び事業

各種の文化財の内部構造 ・欠陥 の調査研究 であり,こ の期間 には特 に国宝如

庵の移転に伴 う壁体および木材 の内部透視調 査研究を行 な った。

〔珊〕 湿度計誤差発生について

特に アスマン湿度計にお ける誤 差発生 の原因を研究 中

見 城 敬 子(物 理研究室)

〔1〕 温湿度 によ る文化財の材11へ の影 響と保存 法(43～45,共)

紙,漆 塗膜を各温湿度に放iiiした際 の物性 変化,木,紙 に塗布 され てい る顔

料 と膠お よび油絵に使用 されてい るアマニ油を顔料 の各温 湿度 中における物

性 の経時変化を測定す る。

〔皿〕 光 による文化財の材質の劣化 とその防1Lに 関す る研 究(43～45,共)

〔1〕に光を照射 させ て,そ れ らの劣化を経時的に測定 し,そ の原因を追 求 し,

各 々の材質 に適す る保存法を研究中。

〔Ⅲ〕 潰色漆塗膜 に関す る研究(44～45)

顔料を漆塗膜の各硬化段階で添加,種 々の温湿度の下で好条件を見出す。

〔Ⅳ〕 古代漆塗膜 並びに油絵の赤外線吸収 スベ ク トルによ る研究。

〔V〕 陳列 室並びに収 蔵庫 内の温湿度 および汚染空気が美術品 に及ぽす影響 とその防

除 につ いての研究。(共)特 別研究

9

石 川 陸 郎(物 理研究室)

〔1〕 鎌倉大仏の変形 に関す る研究。

明治初期 の写真を もとに建立か ら現在までの変形状態及 び原 因究 明。

〔皿〕 青銅 美術 晶(青 銅器時代)の 製作技法に関する研究。

主にイ ラン ・イラクデーラマン地方の発掘品についての製作技 法についての

調 査研究。

〔皿〕X線 γ線に よる文化財 内部構造 ・欠陥等の透視研究。

医学 にお けるレン トゲ ン透 視と同様 に文化財内部の様相を知 って製作技法,

修理状況,構 造上の欠陥 などを知 る。

〔Ⅳ〕 立体文化財の模型製作法。
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一

脆弱な立体文化財の等高線正射投影写真法による実測図からの模型製作法の

開発続行中。

〔V〕 陳列室ならびに収蔵庫内の温湿度および汚染空気が美術品に及ぼす影響。(共)

特別研究

●

江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

〔1〕 国宝,重 要文化財の徽害調査 と防除。

に}空 中微生 物の採 取,そ の培養 と種 の決定。

② 美術品に発生 した菌の培養,防 除 と美術 品の保存 方法。

㈲ 遺跡及び出土 物の徽害,防 除 と保存。

〔II〕 菌類の分類 と菌株保存。

収蔵 庫,絵 画等 から採取 した菌の分類 と保 存 。

〔皿〕 展示室及び収蔵 庫内の温湿度 と菌の関係。

新 井 英 夫(生 物研究室)

〔1〕 文化財劣化の微生物学的研究。

劣化を受けた文化財からの微生物分離ならびにこれら微生物の温湿度につい

ての生育限界を研究。

〔∬〕 文化財の生物汚染防除に関する研究。

生物汚染を受けた文化財のガス滅菌 ・殺虫処置に必要な滅菌条件設定のため

の基礎的研究。

e

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

〔1〕 文化財 の伝統的技法 の調査及び記録 作製。

文化財 の修理保存 の前提 とな る技法 と施工工程を究明 し体 系化 する。材質及

び破損原 因の究明 も行 う。 ・

〔II〕X線 透視 による平安鎌倉時代漆芸技法の研究。

主 に平安鎌倉時代の漆芸についてX線 と顕微鏡 を用い,材 質,檎 造,施 工法

の調査研究を行い,合 せて実測図 を作 る。
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V研 究活動及び事業

■

〔皿〕 古代漆芸品の技 法研 究。

縄文,弥 生,古 墳 時代 の漆芸品の材質技法,施 工工程を研究す る。

茂 木 曙(修 理技術 研究室)

〔1〕 文化財 の科 学的保存技術 の研究。

建造物 の部材 と,そ れ に付随す る建築彩色や板絵,彫 刻等の彩色の合 成樹脂

によ る劃落どめの技術的研究。

〔II〕 受託研究 による文化財の科学的保存処置のための技術研究。(共)

研究を依託 された ものの中か ら,実 施 のため必要 な技術的研究。

■

江 本 義 理(主 任研究官)

〔1〕 文化財の材質 に関す る研究。

非破壊的分析法 および微量試料による分 析法 の検 討とその感度 ・精度 の向上

に関する研究。X線 分析法 ・赤外線分析 ・熱 分析などによ る材質 の判 定,変

質 ・劣化 および技法 に関す る研究。

〔II〕 考古遺物 ・遺跡 に関す る考古化学的研究。

遺物 の材質研究 ばか りでな く,埋 蔵環境と埋 蔵時,出 土後 の遺物の変 質 との

関連,遺 物 の変 質 ・劣化の機構や過程を さび,析 出物 な どか ら究明す る。

〔皿〕 空気汚染 の文化財 に及ぼす影響に関す る研究。(共)

ガス クロマ トグ ラフ ィーな どによる汚染因子 の究明 とアルカ リ濾紙法な どに

よる汚染度 の測定,金 属板試片の大気腐食度 による影響 の判 定と汚染 因子 の

防除法,並 びに陳列室や収蔵庫内外の保存環 境調査。

C研 究 ・調 査 活 動(昭45・1～ 昭46・3)

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

加 曽利貝塚保存処置 続行 中。

出土鉄器の処置の研 究。

ロ_Rセ ンター理事 会出席,修 理技術者の水準 について協議。
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宮崎県立博物館鉄器保存処置指導。

熊本県千金甲古墳汚損調査。

熊本県横山古墳彩色石材保存処置。

京都国立博物館千仏多宝憧保存処置調査。

如庵保存処置予備調査。

旧富貴寺塔姿初重遺材保存処置。

七廻り鏡塚出土品保存処置続行中。

◎

樋 口 清 治(化 学研究室)

昭 和45年3月 よ り同年8月 まで国宝浄土寺阿弥陀三尊像の漆箔の剥落 どめ修理 の際,

X術 院国宝修理所 に協 力 して,従 来困難視 されていた厚い漆 箔の剥落 どめに,水 溶性

アク リル樹脂 と,2液 混合 による増粘性の特殊工Rル シ.ン の応 用を工 夫成功 した。

昭和45年9月 より46年3月 まで受託研究と して 旧富 貴寺塔婆初重遺材の科学処理に

参加 した。 これは腐朽木材 の強化 にイソシアネ ー ト系合成樹脂 の含 浸を初 めておこな

い,ま た欠失 部の補填,整 形 にはアル ダイ トSV426の 他に,表 面仕上 げ用と して マ

イク ロパル ン,顔 料,チ オコール変性エ ポキン樹脂を一定割合 に調 合 して使 用 し,更

に色調を整え るため古色づけをおこな った。 この結果従来は廃棄 材 となる古材を再用

することが出来 た。

昭 和45年9月 よ り46年3月 の間和泉黄金塚古墳 出土 鉄器一括 の保存処 置を,東 京国

立博物館の依 頼によ り指導 した。 この とき従来の方法を更に改良 した防錆 用エマルシ

。ンの減圧含 浸を試み,更 に欠損部の補 填にマイ クロバル ソとセ メダインCの 混合物

で脇形 することで,出 土鉄品の保存法を更に進歩 させ る成果があ った。

昭 和45年3月 中里技官 と共 同で,東 京国立博物 館裏庭 に在 る江 戸期 の鉄灯寵の保存

処 置をお こない,屋 外 におかれた鉄製品保存の問題と して合成樹脂処置法 を検討 した。

昭和45年9月 石 川県 明泉寺石造塔婆修理の際,エ チル シ リケー ト,エ ポキン樹脂の

樹脂加 工を指導 した。

昭 和45年3月 に岡山市 に於い人骨3体 の採 り上 げを指導 した。

門 倉 武 夫(化 学研究室)
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V研 究活動及び事業

万国博美術館 において展示環境調 査のため45年3月(会 期 前)と45年8月(会 期中)

に展示場内外の空気試料を採取 し,環 境空気中の汚染因 子をガスク ロマ トグラ フィー

に より分折 した。又,会 期中同展示場内外 のイオウ酸化 物につ いてアル カ リ源紙法 に

より汚染度を測定 し,濃 度変化を監視 した。

特別研究 に関 しては,奈 良国立博物館において開催 された正倉院展 の展 示環境を調

査 す るため45年9月 と10月(会 期 前及び会期 中)に 計3回 現地にて空気試料を採取 し,

展 示場 内外 及びケース内の 炭化水素,炭 酸 ガス,塵 挨等の測定を行 つた。

又,同 期 間中,展 示場内外の イオウ酸化物,窒 素酸化物についてアル カ リ炉紙法 に

よ り湾染度を測定 した。

前年度に 引続 き,文 化財環境空気中の イオウ酸化物,究 素酸化物の経 年度変 化を検

討 するため,京 都国立博物館,平 等院,箱 根美術館,二 こ渓圃,高 徳院,根 津美術館等

でアル カ リ炉紙 法による空 気汚染度 を測定 した。

文化 財の材質研究 に対す るCHN元 素分 析計 の応 川性を検討す る目的で漆,膠,絹

等 を分 析 した。

登 石 健 三(物 理 研究 室長)

特別研究に関 し当研究所 新設別館,奈 良 国立博物館陳列室等 について研究を指導 し

総括 した。 日木万国 博が昭和45年3月 か ら半年にわた り開催 されたが,万 博美術館の

保 全に参加,会 期 前よ り後 にiiり 打合せ と測定 とのたy)数 回現地 に出向 いた。万博で

は このほか タイムカプセルの企画 にも技術委員 として参加 して いる。

地方 博物館 の館 内環境調査を度 々行な った。特 に新 設施 設の 開館時 には保存環境が

悪いので開館 前の検査 を依頼 された ところが多い。神 奈川 県立 博物館 ・兵庫県立近代

美術館 ・神戸 港湾博物館 ・佐賀県立博物館 ・福 島県歴 史資料館 ・愛媛県立美術館 ・安

土資料館 ・奈 良国立博物館 ・千葉県立上総博物館などで,こ の ほか熊本県立博物館 ・

埼玉県立博物 館 も建 設準備のための諮問を うけ出向いてい る。

鎌倉 大仏 の昔の写真 につ きその撮影位置 をさがす仕T}Tは中々手間 をと り,昭 和45年

度中は前後4回 出張 して,や っとその位置をつかむ ことが 出来 た。

X線 撮影のため地方に出張 することは比較的少ない方であ ったが,横 浜市称 名寺と

神奈川県大磯 町の国宝茶室如 庵の調査 とを行な った。如庵は移 転方 法決定 の材料 とな
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るべ き壁体 の櫨造 ・木材の腐朽を知 るための調 査で,前 後2回 に亘 り約120枚 の撮影

を行 な った。 このほか西洋美術館で油彩画の透視調 査を行 な ってい る。

東京 及び京都 国立博物館で開催 され るソ連名品百選展では イコンの保 全に 協力,調

湿 ゲル による湿度変化緩和法を応用 した。

●

,

見 城 敏 子(物 理研究室)

特別研究 に関 し昭和44年9月,10月 に正倉 院展の為 に奈良 国立博物館 の陳列 ケース

内外の温湿度,苛 性粒子に よる偏共度を測定 した。 また万国 博覧会 の会場内 に顔料を

放置 して,CO2に よる変退 色を測定 した。

石 川 陸 郎(物 理研究室)

鎌 倉大仏の変 形について明治初年 の写真を もとに現在の大仏との比較及び原 因追 求

を行 う。

青銅美術品についてはデー ラマン地方 の発堀品 に対 し鍛造か鋳造かの判定及 び鉄 器

時代への技法的関連 についての研究 を行 う。

X線 γ線 についての調査 では国宝 如庵の解体移築 につ いて解体前の構造及び腐朽 状

態を現地大磯にて45年12月 ・46年1月 の2回 にわた り調査を行 った。 また受託研究の

一環 として旧富貴寺塔婆初重遺材 の調査 も行 な った。

特別研究の一環 として45年9月3日 ～5日 正倉院展(奈 良国立博物館開催)会 場の

温湿度及 びその他諸測定 を行 な った。

江 本 義 数(生 物研 究室)研 究 員(非)

福 岡県王塚古墳 内に発生 した綜状菌の研究。,

資料 を得て菌類 の分離,培 養を行な った(45.2)

万 国博覧会美術館 内の空 中菌の研究。

2回 出張。 第1回 は開会前(45.3),第2回 は開期 中(45.8)。 後者1は 開館前,中,

後 の3回 実施。菌数 は比較的僅少であ った。

大阪四天王寺蔵漆皮箱 の徴害調査。

寺 宝の漆皮箱が亀裂を生 じ,カ ビの発生が見 られた。 その原因 としてカ ビが内部に
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σ

入 り亀裂 とな ったと考え られたが,実 は某会 に展示 したたあ乾燥 して亀裂を生 じ,

返 還後 土蔵 に格納 したため湿気を受 けて カ ビの発生 とな った と考え られた。(45.3)

千葉 県千葉市加 曽利貝塚の徴害 とその防除。

前年に続 いて防除の効果が見 られ たので,現 在継統中である。

奈良国立博物館内空中菌の研究。

特 別研究の一環 として正倉院展 に関連 しての調査で奈良国立博物館 に2回 出張。第

1回 は平常の展示中。第2回 は同展開催中に行 な った。採取 し得 た菌数 の殆 どは文

化財に有害 と考え られるので注意 を した。(45,10)

奈良 平城宮跡覆屋内発生 の群類 とその防除。

同覆屋 内土面に コケ類の発生が見 られていたが,1部 分 に防除剤を施 し,そ の結果

を見てい る。現在継続 中。(45.10)

埼玉県上尾運動公園博物館陳列品の徽害調査。

同館陳列品の内,国 体,オ リン ピック競技会 に711用した コー ト等に発生 した菌類に

つ きその防除 を指導,続 行 中である。(45.12)

新 井 英 夫(生 物研究室)

奈良博物館正愈院展に ともな う大気中の微生物調査。(45.10)

特別 研究 の一環 として正倉院展前 と開期中お よびケ ース内について調査 した。

千葉県加 曽利貝塚に発生す る微生物調査(45.9,46.2)

表面 に発生す る白色物質の関連で調査 した。如庵移 築に際 し,微 生 物による劣化 な

らびに虫害調査(45.12,46.1)

壁面 と構造について調 査 した。

中 里 寿 克(修 理 技術研究室)

漆芸品の調査

国宝蝶螺釦 蒔絵手 箱(畠 山美術館蔵),国'i《円相文 蒔絵経箱(西 大寺蔵),電 文孔雀

鎗金経箱(浄 土寺蔵)をX線 透視 して構造,材 質,蒔 絵技法等を調査。平文技法の

調査 として,国 宝東大 寺鎮 壇具 の内金釦装大 刀三 口,重 文錫平文鉦架(東 大寺),

重文錫平文唐櫛笥(松 永記 念館蔵),重 文平文麻笥(大 東家蔵),等 を調査 。
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古代 漆芸品の調査 と保存処置。

電美乾漆大鑑(大 倉集古館蔵),国 宝山科西野山古墳 出土 品(京 大)の 内乾漆断片

を1凋淫。又,宮 城県山王遺跡出土の籔胎 櫛の保存 処置を行 い(45.1～2)そ れに関

して東博蔵 漆塗櫛6点 を調査 した。

鉄 器の保 存処 置と調査,

叫〔博蔵鉄灯 籠について合成樹脂 によ る防鋸 処置及強化処置を試み,合 せて銃化状態

について調 査。(45,1～4)

ui:物の保存処 隅と調査。

受託研究 として兵庫県歓 喜院聖天堂の手狭 につ いて合成樹脂によ る保存処 置を実施

し記録作製を行い,(45.3～5)そ の後 旧富貴寺塔婆初重遺材の腐朽材につ いて合成

樹脂に、kる強化充填処llnl.を実施 し,記 録作製を行な った(45.6～46,3)

絵 画の保存処 置。

京都清水寺の末 吉船絵馬 について,汚 染状態を調査記録 し,和 紙 水貼 り法 によ る汚

染物質洗瀞処iを 試みた。(45.1)

茂 木 曙(修 理 技術研究室)

国宝石山寺多'iご塔内部巻柱の彩色 を対象 に合成 樹脂 による彩色保存のための技 術的

研究の継続を行な った。(45.1～3)

目光輪 王春大猷院本殿内部板絵の合成樹脂によ る保 存処 置の技術指導のため現 地調

査を行 ない実施上の緒問題を研究中。

受託研究 による旧密貴寺 塔婆初電遺材の科学的 保存処 置の基礎設計に資す るため,

207箇 に及ぷ古材の分類,実 測,重 量測定,比 重 等か ら各部材の標準体 積 と,実 体積

の測定を行 な った。 それ らの関係か ら腐朽,欠 損 部分 の容積を算出 し,各 種 合成 樹脂

の含滲,充 填,補 填な どに要す る樹脂量の算定,技 術補助員の人数及び 日数,必 要器

材の選定などの基 とした。実施 に際 しての技術的 諸問題 について協力 した。

江 本 義 理(主 任研究官)

材質研究一 従来の螢光線分析装置を改良開発して可搬式の装置を新たに設備し,

日光東照宮陽明門天井板絵を現地で調査し,彩 色顔料の分析を非破壊的に行なった。

「

◆
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(45.6)ま た,同 装 置によ り奈良薬師寺蔵慈恩大師像の彩色顔 料について も分析 を行な

った。この装置に より,X線 分析によ る材質研究の行動範 囲が広が り,今 後 の調査,

デー ター収集 に大 きな期待が持 てるようにな った。

装飾古墳保存対策研究会の研究を分担 し,44年 度 に引続 き,福 岡県王塚 古墳の壁画

,石 材の老化 に関 し現地調査を行ない,彩 色顔料 の材質,石 材 の変質について分析,

カ ラー顕微鏡等の撮 影,考 古化 学的 見地か らも検討 した。(45.2,12,46.2,3)

東大 イラク,イ ラン調査 団の銅 器34点(45,8)中 国冑銅器,鏡 な どの材質研究,石

造品の変 質に関 して調 査を行 な った。(45,9,46.3)

考古化学一 加 曽利 貝塚 住居趾,貝 層断面に発生す る白色析出物の分析,発 生機構

の調査(45.6,9,46.2)平 城宮跡(45.2.11)群 馬県観音山古墳(45,9,46.2)京 大

考古資料館所蔵の出土 冑銅器,鉄 器な どの材質や変 質による生成物 などの分析 を行な

った。

空気汚染 の影響 および保存環境一 万国博美術館の展示,(45,3,8)並 びに特別研

究に関 しての正倉院展(於 奈良博)(45.1.,11)の 環境について,大 気腐 食,硫 黄酸

化物,窒 素酸 化物,炭 化水 素などの因子の測定によ り汚染 度を調 査 した。 そのほか,

主と して京都 の収蔵庫 内外の保存環境調査 に参加 した。

D主 要研究刈 雛 鰯 騨 放送講 他〕

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

②木製品の保存処置(第2報 ・共著)

②男体山頂祭祀遺跡出土鉄器の保存処置。

⑥人文系博物館資料の保存の問題(対 談)

⑤保存科学

⑤保存科学

⑤文化財保存研究の分野に於ける国際関係

⑤埋蔵文化財の科学的保存処置

保存 科学6

保存 科学7

博物館研究Vol.43No.1

日本博 物館 協会講習会

東京教育大学 鱒物館学講義

古文化資料 自然科学研究会

記念物課埋蔵文化財発堀技術者研修会

45・3

46・3

45・1

45・6

45・7

45・9

45・?
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1

樋 口 清 治(化 学研究室)

②木製晶の保存処置(第2報 ・共著)保 存科学6

②明恵上人紀州遺跡率塔婆保存処置(共 著)保 存科学7

②東京国立博物館蔵鉄灯籠の保存処置(共 著)保 存科学7

②男体山頂祭祀遺跡出土鉄器の保存処置(共 著)保 存科学7

⑤埋蔵文化財の科学的保存処置 記念物課埋蔵文化財発堀技術者研修会

⑥建造物修理に於ける合成樹脂について

建造物課文化財建造物修理技術者講習会

45・3

46・3

46・3

46・3

45・7

45・9

量 石 健 三(物 理研究室長)

①古榮術晶保存の知識 第一法規出版株式会社

②空気湿度変化緩和材としての木材の材種による相違(共 著)保 存科学6

②漆の固化と湿度の関係(共 著)

②DAILAMANIV(共 著)

③文化財保護のための科学

④漆壁膜に関する研究酸化鉄の影響

⑤保存科学 麟 購 撫 套美術工芸

⑥Artandarchaeologytechnicalabstracts～ 抄 録 報 告

保存科学6

東京大学東洋 文化研究所

科学 朝 日

色材協会 ・日本 化学会共催

岡山 ・高松 ・福 岡

AATAAbstracts

45・12

45・3

45・3

46・3

45・1

45.10

45・6

45

見 城 敏 子(物 理研究室)

②空気温湿度変化緩和材としての木材の材種による相違(共著)保 存科学6

②漆の固化と湿度の関係 保存科学6

②漆塑膜に関する研究(第1報)漆 塗膜の硬化過程と湿度の影響

色材協会誌

④漆塗膜に関する研究 酸化鉄の影響 色材協会 ・日本化学会共催

45・3

45・3

45・6

45.10

石 川 陸 郎(物 理研究室)

②平安時代漆芸資料 Ⅳ(共 著)保 存科学645・3

②宮城県 山王遺跡出土辮柄 漆塗櫛 の技法 とその保存処置(共 著)保 存科 学746・3
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江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

②栃木県大平町出土舟形木棺中からの癬類 保存科学6

②福岡県王塚古墳内の糸状菌調査報告 装飾古墳保存対策研究会中間報告

●Gonytrichella,anewgenusofHyphomycetes.

②万 国博 覧会美術館 内の空中菌調査報告

② 法隆寺金 堂再現壁画バネルの徽害

②広 島県 立美術館 内の空中菌

② 奈良国立博物館 内の空 中菌調査報告

新 井 英 夫(生 物研究室)

②黒麹菌の変異に関する研究(第5報)

日本菌学会会報刈,3.

万博美術館

保存科学7

保存科学7

奈良国立博物館

45・3

45・12

45・12

(共)

46・1

46・3

46・3

46・3

日本醸造協会雑誌46・4

⑥微生 物の教材化を促進 するための視聴覚教材(8mmモ ノクロ,サ ウン ド,

5分)の 作製46・3

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

②平安時代漆芸技法資料Ⅳ(共 著)

②京都清水寺蔵末吉船絵馬の汚染調査と保存処置(共 著)

②輪王寺板絵著色神像等の技法と彩色保存処置(共 著)

②宮城県山王遺跡出土弁柄漆塗櫛の技法とその保存処置(共著)

②東京国立博物館蔵鉄灯籠の保存処置(共 著)

保存科学6

保存科学7

保存科学7

保存科学7

保存科学7

45・3

46・3

46・3

46・3

46・3

9

茂 木 曙(修 理技術研究室)

②国宝東福寺三門上層内部彩色保存処置 保存科学6

②称名寺板絵著色弥勒来迎図,板 絵著色弥勒浄土図彩色保存処置(共 著)

保存科学7

②国宝浄瑠璃寺三重塔初重内部彩色保存処置(共 著)保 存科学7

②国宝石山寺多宝塔内部柱彩色保存処置(共 著)保 存科学7

②日光輪王寺五大明王像彩色保存処置(共 著)保 存科学7

45・3

46・3

46・3

46・3

46・3
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○

江 本 義 理(主 任研究官)

②塗装各部・屋根板の材質調査,

山形市立病院済生館本館移築修理工事報告書

③大気汚染による影響(開 発と文化財)月 刊文化財83号

②③金風文化財の材質研究 日本金属学会会報10～1

②京都清水寺蔵末吉船絵馬の汚染調査と保存処置(共 著)保 存科学7

②宮城県山王遺跡出土弁柄漆塗櫛の技法とその保存処置(共著)保 存科学7

②日光男体山出七鉄器および東京国立博物館屋外鉄灯籠のさびの分析並び

に鉄器類の腐食についての考察 保存科学7

②ガレクティ地区出土銅器類の材質調査(分 担執箪)DAILAMAN)(東 大

東洋文化研究所)

⑤保存科学(特 に防腐・防虫・防銃)第5回 文化財建造物修理技術者講習会

44.12

45・8

46・1

46・3

36・3

46・3

46・3

45・9

E科 学 研 究 費 題 目

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

F受 託 研 究

CI)

CII)

重要文化財歓窟院聖天堂手狭保 存処 置

建造物解体 と共に取外 された手狭 は虫rf,腐 蝕な どによつて内部 各所に空洞

を生 じて,こ のままでは再度使用 することがで きない。表面の彫刻部分 は,

損傷は甚だ しいけれ ども比較 的その形体を保 ってい るので再度 使用可能 を日

的 として,こ れの合成樹脂含浸,充 填 などの強化処 置法を研究 し実施 した。

遺跡な らびに関連 出土 物の保存等 に関す る研究

千葉県加曽利貝塚博物館の貝塚断面 と住居跡の崩壊防止のための合成樹脂処

置 は一応終了 した。 しか し貝塚断面及 び住居跡の表面に白化現 象を生 じ展示

効果に支障があ る。 この白化 の原 因を生物学的或は分 析化学的 見地よ り調査

し,こ の防止対策を たて るとともに,局 部 的遺構 の崩壊を防止す る樹脂処置

の実験的研究を行 な った。
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〔皿〕 旧富貴寺塔婆初 重遺材 の保 置処 置に関す る研究

遺材の腐朽,空 洞,欠 損 などに対 する移種 目の科学的保 存処 置に関す る研究

を行 な った。その成果は各部 材の強化,充 填,整 型及び,古 材 と合成樹脂の

組合せによ る貼付 け,根 継ぎ,遺 材と新補 古材との結合等 によ って,再 使用

不可能材 と思 われた ものを多数 使用可能 材に変 えた。 この平安古材を主材 と

して,法 隆 寺境内に単層方形 の堂宇が建11二される予定であ る。

2事 業

(1)出 版

A美 術 研 究

昭和7年1月 創刊,昭 和46年3月 第274号 を発行 。当研究所美術部の調査研究の成

果を公表す るためのrlIliL。 主 として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図

版解 説 ・美術関係文献の校刊等を掲載 し,と きに所外研究 者の寄稿 を受 けることもあ

る。A4判 各号本文42頁,原 色図版1,ll絶 図版5,各 年度6冊 刊行,た だ し45年 度

には8冊 刊行 した。

昭和45年 度(第267号 ～第274;一)「 美術 研究」 の論文題 目は次の とお りで ある。

美術研究 第267号 昭和45年8月

桃 山 ・江戸前 ・中期の産衣 卜.こ領について 上

中国初期金銅仏の一考察一特 に新資料の二体を中心と して一

住吉広行筆春冬堂上放鷹之図Uf風 下絵 及び 「朝鮮信使来胸一件

書類」(研 究資料)

美術研究 第268号 昭和45年9月

本願寺本三十六人集表紙絵の復元 と考察

美術研究 第269号 昭和454411}J

敦煙本幡画仏伝図考(上)

郡 劣佳 の生年(研 究資料)

美術研究 第270号 昭和45年11月

狩野 元信(三)

神 谷 栄 子

松 原 三 郎

加 藤 秀 幸

江 上 緩

キ

脛

ア野

上

二

U

辻 惟 雄
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美術研究 第271号 昭和45年12月

狩野 元 信(四)

美術研究 第272号 昭和46年3月

石山寺本 尊観音菩 薩像

桃山 ・江 戸前 ・中期の産衣十三領 につ いて 中

狩野 元信(五)

美 術研究 第273号 昭和46年3月

原家旧蔵伊 勢物語絵巻 の絵解 き

一井 びに詞書 とその下絵に関す る私見一

万 鉄五郎(四)一 生涯 と芸術一

美術研 究 第274号 昭和46年3月

細 見家所蔵愛染明王画像 について

仏師 賢光 の十一面観音像 について

荻原 守衛(中)三 一 その生涯 と芸術一

B日 本美術年鑑

辻 惟 雄

田 村 悦 子

陰 里 鉄 郎

之

健

郎三

正

伝

口

野

村

関

久

中

昭 和11年10月 創 刊,毎 年1冊(た だ し昭和19年 ～21年 版および昭和22～26年 版 は各

1冊)出 版 し,昭 和46年3月 までに29冊 を刊行 した。 内容 は,毎 年1月 か ら12月 まで

のわが国美術界の活動 ・情勢を記録 す るもので,美 術界年史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・

雑認単行 図書美術文献 目録等を収録 し,所 内研究員の調査,執 筆 による。

C音 盤 目録 皿(演 劇)

昭和41年3月 刊 「音盤 目録1」(義 太夫節)に 続 くもので,当 研究所 に所蔵す る

音盤の うち,故 安原仙 三氏 旧蔵 の音盤(安 原 コレクシ ョン)の 演劇 に分類 され るもの

約600枚 の分類 目録 である。付録 に音盤 カー ド記入規定,索 引に題名索引 ・奏演者索

引 ・詞章索引などを付 した。本 目録は芸能 部全員の共 同作業 による刊行であ るが,本

巻 は主 と して演劇研究室員の執筆 による。

■

D保 存 科 学 第7号

sz

一 一.

昭和46年3月

1



V研 究活動と事業

9

京都清水寺蔵末吉船絵馬の汚染調査と保存処置

江本 義理 ・中里 寿克 ・立田 三朗

日光輪王寺板絵著色神像等の技法と彩色保存処置 中里 寿克 ・立田 三朗

称名寺板絵著色弥勒来迎図,板 絵著色弥勒浄土図彩色保存処置

茂木

国宝浄瑠璃寺三重塔初重内部彩色保存処置 茂木

国宝石山寺多宝塔内部柱彩色保存処置 茂木

日光輪王寺五大明王像彩色保存処置 茂木

宮城県山王遺跡出土弁柄塗櫛の技法とその保存処置

中里 寿克・江本

日光男体山頂祭祀遺跡出土鉄器の保存処置

東京国立博物館蔵鉄灯籠の保存処置

日光男体山出土鉄器および東京国立博物館屋外鉄灯籠

のさびの分析並びに鉄器類の腐食についての考察

明恵上人紀州遺跡卒塔婆保存処置

法隆寺壁画再現パネルの防微

広島県立美術館内の空中菌

Eそ の他の出版物

樋口

中里

曙 ・立田 三朗

曙 ・立田 三 朗

曙 ・立田 三 朗

曙 ・立 田 三朗

義理 ・石川 陸郎

清治 ・岩崎 友 吉

寿克 ・樋 ロ 清治

江本 義理

樋口 清治 ・立田 三朗

江本 義数

江本 義数

6

美術部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

微宗墓張萱拙練図

鳳風堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

(美術研究資料第1輯)

v

v

v

v

v

u

v

v

同

同

同

同

同

同

同

同

第2輯)

第3輯)

第4輯)

第5輯)

第6輯)

第7輯)

第8輯)

第9輯)

7

9

0

1

2

3

4

4

5

1
▲

-
ゐ

ー
▲

-
凸

1

1
▲

-
▲

和昭

同

同

同

同

同

同

同

同
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叩一一

f

能恵法師絵詞(

宮 素然筆 明妃 出塞図巻(

日本)き術 資料

同

同

同

同

近代 日 仁美術 資料

同

同

墨跡資料集

同

同

源氏物:1Tit1U絵巻

照rLl清輝素描集

栄山 寺八角堂

栄 山 もな八角 党の研究

法隆 芋金党建築及び壁画の文様研 究

ノよ川 清輝f乍llll集

11〔洋),,術文献 口録 明治以降昭和10年 まで

同 続編 昭和11年 ～同20年

東洋 占美術 文献 口録 昭和21年 ～同25年

美術研究索引 第1号 ～第100号

美術研究総 口録 第1号 ～第230号

高雄愛茶羅

東洋美術文 献 目録

口本東洋古美術文献目録 昭和11年 ～同40年

同

同

明治以降昭和10年 まで(再 刊)

第10輯)

第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

6

6

3

4

5

6

7

3

4

6

4

4

6

4

4

5

6

8

9

6

3

9

6

0

1

2

4

1

1

1

1

1

1

1

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

.--　

2

2

1

4

4

4

4

和昭

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

ほかに科 学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付 を受け,ま たは本研究所 の監修

で刊行 された図書 は次の とお りであ る。
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り

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷 美術研究所編

醍醐寺五重塔の壁画 高田 修編

平安時代世俗画の研究 秋山光和著

近代日本美術の研究 隈元謙次郎薯

畑11湾輝 同

V研 究活動及び事業

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

同

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

芸能部

標澗:1本 舞踊譜

音盤 口録1

芸能 の科学一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北作 者年表

同 一芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

保存科学部

電要文化財円成寺本堂内陣彩色制落どめ

(東京国立文化財研究所受託研究報告 保存科学部

国宝明下院五電塔内部彩色剥落止本作業及び木材の科学的処置

(同

国'iζ明王院1而 塔四天室}三塗装処置及び天井板彩色保存処置

国宝西明 寺三重塔内部彩色剥落 どy)

重要文化財東照宮内部彩色7:0落どめ

国宝海住 山寺五重塔内陣板絵 及び彩 色剥落 どめ

F1文 化財霊山寺三重塔内部彩色剥落どめ等科学処 置

重要文化財万福寺木額,柱 聯,傍 牌等'talどy)

電 要文化財舟屋形内部彩色剥落どめ

国宝興福寺北円堂内部彩色保存処11.

国宝崇福寺第一峰門彩色剥落 どy)

重要文化財本地堂焼損材補修材料の研究

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

昭 和30

同32

同34

同39

同39

同41

昭 和35

同40

同41

同41

第1号)昭 和35

第2号)同36

第3号)

第4号)

第5号)

第6号)

第7号)

第8号)

第9号)

第10-)

第11号)

第12号)

同36

同36

同36

同37

同37

同38

同38

同39

同39

同40
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重要文化財崇福寺三門彩色剥落どめ(同

重要文化財般若寺十三重石塔初重軸石剥落止め硬化処置(同

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落どめ(同

国宝薬師寺東塔内部彩色剥落どめ(同

質要文化財千代神社本殿の向拝手挾の保存修理にかかる保存処置

(同

木造神像二躯の科学的保存処置(同

第13号)昭 和40

第14号)同40

第15号)同40

第16号)同41

¶ム

2

4

4

同

同

　

　

号

号

ワ
夢

0
0

　

ユ

第

第

◎

(2)公 開 学 術 講 座

美術部

昭和45年10月31日(土)13,30～16.30於 日本経済新聞社小 ホール

仏伝画の系譜 上 野 ア キ

仏教 美術 はイン ドで舎利塔の塔門及び欄楯 の荘厳 に始 まるが,信 仰 の弘通 と教団の

発 達に伴ない,民 衆教化の手段 として広 く行なわれ るよ うにな った。仏伝 図は釈迦の

一 代の業蹟 とい う極めて平 明な画題 で早 く登場 し,最 初は仏 陀を表現 しない仏伝図が

製作 されたが,紀 元2世 紀頃仏 像が出現 して,以 後仏教の伝播 とともに広 くアジア諸

地域 に侵透 した。今 日伝わ る仏伝図遺品は初期 のイン ドの作品 のほか,ジtワ のボ ロ

ブ ドゥール に方広大荘厳経 によって克明に刻出 した老大 な浮彫 があり,雲 岡に は簡略

な連続 場面 の遺品 がある。 これ らが釈迦の浬梨以前の主題 に限 られ るの に対 し,キ ジ

ルの700年 頃 の壁 画が浬繋以後 の事柄 に関す るものの多い ことは,教 義的 な違 いを示

した ものであ り,又 中国中原 で早 く姿を消 した仏伝図が,9世 紀を ピー クと して敦爆

で はな お画 き続け られていた ことは,地 域的 な好み と伝統の根強 さを示す もの と考 え

られ る。以上の内容をその他の例を も加 えてスライ ドに よって説明 した。

説話絵巻の展開 宮 次 男

日本 の説話絵巻は,奈 良時代 に唐画に もとついて製作 された絵因果経以来の伝統 が

あ る。一方,平 安時代後期に活発となつた説話への関心 は,諸 種の説話集の編 纂にと

もな って,説 話絵巻を製作 した。 しか し,こ れ ら説話絵巻の構成 は絵因果経のそれ と

い ささか異 るところがあ る。すなわ ち,同 一構 図の反復描写 を特色 とす るもので,信
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■

V研 究活動及び事業

貴山縁起,粉 河 寺縁起,吉 備大 臣入唐絵,彦 火火出見尊絵,華 厳 宗祖 師絵伝 などにみ

られ るものであ る。 この特 色は,敦 燈発 見の牢度又闘聖変画巻に も窺 われる ところで,

彼我の絵画遺品 にみ るこのよ うな共通形式は,そ の相関性 を予想 させるが,唐 代 の変

文の 日本説話絵 巻へ の直接的 な影響 を立証す る根拠はい まだ見い出 されていない。 と

もか く,日 本 の説話絵巻 は,奈 良時代以来の絵因果経に,平 安末 ・鎌倉初期 の上 紀諸

作 例にみ る表現形成が合流 して展開す るが,単 純な同一構 図の反 復描写 は次第 に行な

われな くな り,変 化 に富 む画面構成 をとるようにな る。また,画 面は単に言覗}の 挿絵

に とどま らず,絵 自体の もつ説話性 によ って,真 の説i*絵 巻を形成 するのである。 そ

の意味 で,伴 大納 言絵巻 は高 く評価 されなければな らない。 しか し,こ のよ うな説u

絵巻 も,鎌 倉時代中期 ・13世紀 中頃以後の作品 にな ると絵 自体 の もつ`OGu性 は薄れて,

挿絵性 が強 くな り,新 しい観照方式 にもとついて製作 され るよ うになる。

芸能部

昭和45年12月10日 朝 日購堂

「歌舞 伎の技法」

1陰 難子 の道 一組 み立 てと技 法一 横 道 萬 里 雄

歌郷 伎音楽の概観 ・歌舞 伎脚本 の構成 よ り説 き始 め,科 白等 の分類,陰 難子譜本 の

現状,陰 難子の楽 器について述 べた後,陰 難子 の曲 それぞれの機能,細 部構造 の変異

の幅等 を説 明 し,演 奏技法の概要 と研究方法について説 き及んだ。な お説 明には録音

テ ープを使 用 した。

2せ りふ 百態一 そのメ リハ リとノ リー 浦 山 政 雄

実演 市 川 門 之 助

まず歌舞伎における 「せ りふ」 の起原を探 り,お びただ しい数に上 る 「せ りふ尽 し」

の刊行,特 に 「鵬鵡石」 などを例 示 した。次にせ りふの通行 名称 による種 類を挙げ,

せ りふ の技法を,メ リハ リと ノリ,音 楽 との関係,時 代 と世{1の 別,特 定 の用途,役

柄 の別,感 情表現,発 声 法な どよ り分類 し,故 名優のせ りふ回 しの実例を挙げて解説

した。最後に,市 川門之助 の女形 のせ りふ の実演を まじえての芸談によ り,せ りふ の

重要性を強 調 した。
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(3)開 所記念行事

昭和45年 度(美 術 ・芸能 ・保存科学3部 合 同)

昭和45年11月28日(土)13,30～16,00,東 京国立博物館大講堂 において 「東国の文

化財 に関す る講演 と映 画の会」 を開催 した。

1.東 国の彫刻 美術部第一研究室長 久 野 健

いに しえの東国 とは,大 体中部地方以東の地を さしてい う場 合が 多い。古代 にお け

る東国 の彫刻 は,近 畿以西 の古 彫刻 とは違 った特異性を もってい る点が第二次 大戦後

次第に分 って きた。 この特 異性 は,7,8世 紀 の彫刻 ではまだは っきりしないが,9世

紀 にはいると,そ の早い時 期か ら明瞭にあ らわれる。 ことに岩手県 に遺 る9世 紀の彫

刻 には,そ の還 しさに おいて,東 国の彫刻 の特徴 を充分 に発揮 してい る。また,10世

紀頃 か らは,関 東地方を中心 として錠 彫 とい う,像 の表 面に丸 ノミのあ とを,ご つご

つ と残 した彫刻が盛んに作 られ るよ うにな り,そ の分布は,知 多半島と密山県の高岡

を結ぷ線よ り東に限 られ,北 は岩手県 にまで及んでい る。 この男性的 で還 しい東国彫

刻の伝統は,運 慶 の彫刻様 式の成立 とも関係深い点が最近次第に注 目されるよ うにな

った。

2.東 国の芸能 郷 土芸能研 究室長 三隅 治雄

東国一 特に東北地方 の芸能 につ いて述べ る。東北は夷秋 の国 とよばれ,そ の低い

文化性を さげす まれ る時 があ ったが,事 実 は中古以来,延 年,舞 楽等 の寺院 芸能が栄

え,中 世近世にかけては神楽 ・念仏踊,風 流踊等の芸能が庶民の生活のなかでゆたか

にみの った。今 日東北は芸能 の宝庫 と うたわれ るが,そ うした現象がなぜ生 じたか。

不毛の地 に芸能の芽を育 てたのはだれ の力 か。東北の芸能の伝承の径路 を,ス ライ ド

を もちいなが ら説 明 した。

3.中 尊寺金色堂の保 存 保存科学部長事務取扱 関野 克

金色堂 は全解体 され,内 陣 漆芸部材 は昭和39年3月 に保存科学部のア トリエに移 さ

れ,各 研究室が科学的調査 と修復 に協力 した。各部材は現地に戻 され た後空調設備の

整 った新覆堂内 に組み立て られ,昭 和43年5月1日 に竣工 した過程を説明 し記録映画

「よみがえ る金色堂」を上映 した。
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(4)国 際国内関係

V研 究活動及び事業

葵術部

国際 関係 としては美術 の出版物,研 究資料な ど各国 との交換が盛ん に行なわれ,ま

た外国の研究者で当部研究員の指 導ない しは資料 を利用 し研究す る者 も多 かった。 海

外 における調 査研究な どにつ いて は,田 実資料室員が外来染織工芸事情調査のため北

欧 を主 として4月 に出張 し,川 上 資料室長,戸 田第一研究室員が6月 台北国立故宮 博

物院主催 「中国古画対 論会」 に参 加 し,戸 田は元 画に関す る研究発表をな した 。岡第

二研究 室長は19世 紀 ヨー ロッパ美 術と 日本近代美術 との影響関係調査 のため文 部省在

外 研究員 として45年11月 よ り46年2月 まで西欧10ケ 国に出張 した。坂本第 二研究室員

はパ リ国立図書館所蔵版画の調査整理及び東西美術交 流史 に関す る調査研 究のため46

年2月 より1ケ 年の予定 にて フランス,イ タリヤ,ポ ル トガル,ス ペイ ンに赴 いた。

国 内における活動については前紀各項に紀 されている如 くであるが,学 会関係 と し

て特 に美術史学会,美 学会な どと接触を密 にし,多 くの寄 与をな した。

芸能部

国際 関係 と しては,各 国大学 ・図 書館な どより芸能部の出版物 との交換依頼を受け

ている。

国内におけ る関係学会と しては,部 員 は各専門別 に,芸 能学会 ・芸能史研究会 ・中

世文学会 ・東洋 音楽学会 ・日本演劇 学会 ・日本歌謡学会 ・日本近 世文学会な どに参加

し,そ れぞれ の学会に参与 。理事 ・委員 ・幹事などと して寄 与 してい る。

三隅治雄郷土芸能研究室長は,日 本万国博の芸能関係催物 に参加,制 作 ・演 出を担

当 した。 °

保存科学部 ・

1国 際関係

万国博覧会美術展示関係 でカナダ国立博物館保存科学研究部長の ス トロー氏が2月

に来所 した。氏はモ ン トリオール万 国博覧会美術館の展示環境の貴任 者で意見の交換

を行 い,油 絵の組成 と材質に関する微細 かつ高度な研究の講演を得た。

3月 か ら4月 にかけて,デ ンマー クの国立博物館保存科学部長の ク リステンセ ソ氏

を,文 化庁が招待 した。木 製埋蔵文化財 の保存科学的処置 に関 し,又 金属の保存につ
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い て,氏 は保存科学部で講演 と意見交換を行い有益で あつた。

9川 こ京都 ・奈良の保 存に関 するシンポジウムが開催 され た時,来 日した ユネスコ

の ロ_4・ セン ター会長 のプレンダ リス氏(英),並 びにイコモス会長のガ ゾー ラ氏

(伊)の 来訪 を受 け,新 築 され た別館 の視察を得,今 後の国際交流 についての知見を得

た。

又,同 月に中華民 国の 国立故宮博物院訪 日団一行6名 の来訪を受けた。

10月 には,ア メリカの プ リア ・ギ ャラリーのゲ ッテンス氏が来所 した。氏は銅器の

分析o)世 界的権 威で あるので講演を願 い,意 見の交換を行 った。

12月 に英国の テイ ト・ギ ャラ リーの スラブチンスキー氏が来所 した。

ローマ ・センターの理事会が開催 され,岩 崎化学研究室長は,5月26日 ～6月12日

の問 イ タリア ・フランスに出張 した。

皿 国 内関係

万 国博 覧会が4月15日 から9月13日 まで開催 され,美 術館展示に関 し,昨 年に引 き

つづ き関野所長 は美術展示委員会委員 として,又 登石物理研究室長は専門 委員 と して

参加 した。

61J文 化庁文化財保護部主催の文化財管理研究協議会に,登 石物理研究 室長は講 師

と して出席のた め岡山 ・高松 ・福岡に出張 した。

7)J;;2良 で文化庁開催の発掘技術者研修会に,岩 崎 化学 研究 室長 と,樋 口研究員が

講師 に委嘱 され それぞれ現地に出張 した。

昭和46年3月4日,別 館会議室で,文 化財保存 科学 懇談会 を開催 し,文 化庁 文化財

保 護部長,管 理課長お よび保存3課 長並びに担当官の出席 を得て(1)昭和45年 度、凋査研

究の概要,(2)昭 和46年 度調査研究の予定を説明,(3)ロ4・ セン ター関係 を報告 した

後,(4)昭 和46年 度特別研究 「書院 造の障壁 画の科 学的保存 の研究」(5),遺 跡 と出土遺

物の保存,(6)受 託研究,(7〕ロ4・ セン ター次回総会 につ いて懇談 し,特 に,181文 化

財保存科学 に関す る 「シンポジ ューム」 開催 の計 画につい て意見を交換 した。因みに

竹島卓一博士編の法隆 寺五重 塔修理記録映 画(4巻)を 上映 した。

?Q

6



VI研 究 施 設 ・設 備

●

1蔵 書

美術部

東洋古美術 ・近代 日本美術・西洋 美術 関係 を主 と して,和 漢(25,091)洋 書(3,468)

を合 わせて,28,559冊,ほ かに美術関係 雑誌 ・売立 目録類及び拓本が ある。

芸 能部

雅 楽 ・能 ・歌舞 伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗 芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統 芸能

の研 究に必要 な図 書3,176冊 を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞 伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝 説等

の雑誌,丸 本 ・謡 本等 の台本 も収集 してい る。

保存科学部

古来 の伝統的生産及 び工 芸技術書 ・技術史,ま たは数少 ない それ らの科学的究明を

試みた もの,修 理 報告 書 ・胴査報告書,及 び化学 ・物理 ・生物学部門の保存科学に関

連 ある和洋書を合 わせ て1,452冊 を収樂 している。

昭和44・45年 度 の新 蔵書 数は次 のとおりで ある。

●

区 分
美 術 部 芸 能 部 保存科学部

和剣 洋書擁 和漠副 洋書
計

昭和44年 度 「869冊125冊13・2冊1・ 冊11・9冊157冊11・362冊

昭和45年 度1781
昏

37115? 01401229 1,344

2資 料

葵術部

主 として写真によ る美術研究資料で あるが,そ の収集の 目的は,内 外 の資料をあま

ね く収集 ・整理 ・保 管 して,そ の完壁 な収集箇所 として美術の研究に資す ることであ

る。 この趣 旨に基 づいて 設立 当初 から写真撮影に よる資料 の作成 をは じめ,印 刷物 を
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艶理 して これに加 える等 その収集 につ とめてい る。資料 の内容は,日 本 美術 ・東洋美

術 ・西洋奨術および明治 ・大 正美術 に大別 し,さ らにこれを絵画 ・彫刻 ・工芸 ・建築

等 に分類整理 してい る。その数は特別 大型 のものか ら小型の ものまで,約12万 余。写

真資料のほかに印譜 ・図版 カー ド等 がある。

芸能部

レコー ド・録音 テープ ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 による芸能資料を多

数 そなえて いる。 レコー ドには毎年各製作 会社 から発売 され る伝統芸能関係 レコー ド

のほか,昭 和35年 度文部省機関研究費によ って購 入 した安原 コレクシ 。ンレコー ド

5,450枚 が含 まれて いる。安原 コレクシ 。ソは,明 治 ・大正 ・昭和三代 にわたって 刊

行 された各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代 における邦楽 の実態 とiを 知 る

上での貴電な資料 となる ものである。録音 テープ及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞 伎 ・文

楽 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗芸能 その他の伝統 芸能 を対象 に記録 して きたもので,

炎演法の解析を中心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書 の記録写真な ども含んで

い る。種別 による所蔵数 は次の とお りである。

⊥ ∵ ⊥ 一ド7讐〒∴ 論1計 真
44・12月 ま で

45.146.3

計

5782枚1865本1262本lg9本1

27枚1151本i・ll

58・9枚11・16本1262本[99本1

3本i多 数

11

　
一
本

o

I
M

ノ'

〃

●

3機 器 ・設 備

美術部

光学的研究設備

光学的鑑識法を東洋古美術晶の研究に応用することは当研究所において既に戦前か

ら企図されていたが,昭 和27年度にはそれまでの予備的研究成果と海外における研究

設備を参考とし,科 学研究費(機 関研究)の 交付を受けて本格的な設備を整えるにい

たった。その後も技術的な進歩に即応して新規の装置を加え,美 術史学の実証的研究

?2
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●

9

6

v【 研究施設 ・設備

に多大 の貢献を してい る。現在の主要設備を類別す ると次の とお りであ る。

IX線 透過撮影装置

(1)固 定式白色X線 装置(100KV)1式

(2)固 定式 単色X線 装 置(80KV)1式

(対螢光板,支 持台,防X線 用衝立等)

(3)可 搬式白色X線 装置1式

(4)可 搬式 ソフテ ックス装置(J型)1式

㈲ 携帯用ソ フテ ックス装既(E型)1台

∬ 紫外線照射装置

(1)固 定式照射装un2台

② 可搬式照射装置(フ イリップス紫外線 ラン プ及 び専 用 トランス)2台

(3)携 帯用紫外線検査 器1台

皿 ナ トリウムラ ンプ照射 装置2台

N赤 外線暗視装置及 び間 接撮影装 置

(1》 双眼実体顕微鏡及 び写真撮影装置1式

② 新型双眼 実体顕微 鏡及 びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台及び携

帯用 スタン ド)1式

マ イクロ写1関 係 設備

マイクロ方式に よる古文化財 関係基 礎資料 の収集調査を 目的 とし,昭 和36・37年 度

科学研究費(機 関研究)に よ り次 の設備 を整 え,研 究 に活用 してい る。

1マ イクロ写真撮影 装置1式

(付自動現像機,プ リン ター,引 伸機,乾 燥機等)

Hマ イクロ閲読機(ル ーモ社製)3台

皿 リーダープリンター

芸能部

各種伝統芸能の記録及 び分析研究 のための設備 ・機 器を所有す る。

1設 備

録音室(遮 音壁を備 え る)・調 整室 兜視 聴室(舞 台を備え る)・資料室 ・図醤室

皿 機 器
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(1)(44年 度 まで に購 入の もの)

ピッチレコーダー

テープレコーダー

ビデオコーダー

16m!m撮 影機

16m/m映 写機

8m!m撮 影機

8m/m映 写機

35m/m写 真機

35m!mマ イクロフ ィル ム解読装置

16m!mシ ネフ ィル ム分 析装置

②45年 度購入 のもの

ステレオ音声調整卓 ・ソ昌一社

テープレコーダー ・ソニー社

ス ピーカー ・三菱

ス タジオ用照 明器具 ・バグナル社

保存科 学部

主な研究設備

1台

5台

1台

1台

1台

2台

1台

5台

1台

1台

1台

5台

4台

一式

一

装 置 名 陣 式又は性制 製造会社名

恨温恒湿槽
0°～40°C

20～90石 三 英 製 作 所

サ ン シ ャイ ン ウ ニザ ー メー ター WE-5UN-HC 東洋理科工業

真塞凍結乾燥装置 加藤万製作所

紙耐揉強度試験機 上 島 製 作 所

光電分光光度計 PEM-2型 日 立

発光分光分析装置 (当研究所組立)

螢光X線 分析装置 D-4型 理 学 電 機

可搬式螢光X線 分析装置
マグネ技術 セン

ター
X線 回 析 装 置 お よ び デ バ イ ・シ ェ ラー ヵ メ ラ,

ラ ウエ カ メ ラ 理 学 電 機

X線 発生装置(透 視写真用) ウ ェル テ スー250 島 津
// 医療用愛 国号 u
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9

X線 発生装置(透 視写真用)

真空蒸着装置

金 属 顕 微 鏡

生 物 顕 微 鏡
ii

表面 アラサ顕 微鏡

Co-60,γ 線線源

//

ガイガ ー ・ミュラー計数装置

自記分光放射計

ガスクロマ トグラフ

(水素 イオン化検出器 ・熱伝導検出器 ・熱 分解装置付)

回折格子 自記赤外分光光度計

〃 赤外顕微鏡

引張試験機

自記分光光度 計

自動記録式示差熱天秤

炭素 ・水素 ・窒素分析計

滅圧含没装置

減圧殺虫装置

v【 研究施設 ・設備

ソ フテ ックスS-E

CU-6S

PMF

LCMbi

RItr

3キaリ ー

0。2キ ュ リー

32型

SR-1型

K-53型

IR-G型

IMP-3型

5kgMKS型

EPS-3T

TGD-C4

CHN-026

SK式2号

小 泉 製 作 所

徳 田 製 作 所

オ リ ン パ ス

千 代 田 光 学
ii

ラ イ ツ

科 研

日本分光工業株
式会社

日 立 製 作 所

日本分 光工業

//

丸菱科学製作所

日 立 製 作 所

アグネ技術セン
ター

日 立 製 作 所

共和真空K.K.

特殊理化興業KK

i

文化財の特殊性として,材 質の劣化現象究明のたゆの試験機類,非 破壊的方法によ

る材質調査のための分析機器類,及 び微少試料の分析,調 査などに用いる顕微鏡類な

どがある。

4黒 田 記 念 室

この記念 室は,本 研究所 の創立者故 帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念 す るた

めに設け られた もので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列 している。

収蔵され ているもの は,油 絵125点 ・素描170点 ・スケ ッチブ ック等若 干であ る。 こ

れ らは創立当時 主と して黒田家か ら寄贈 され たものであ るが,そ の後,樺 山愛 輔 ・黒

田照子 ・田中良氏等 か らの寄贈 もふ くまれてお り,随 時陳列替 を行 な っている。毎 週

木 曜 日午後1時 か ら4時 まで一般 に無料公開 してい る。 陳列 品の主 な ものは,「 知 感
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一

q

情 」・「花 野 」・「湖 畔」・「赤 髪 の少 女」・「もる る 日影 」・「温 室 花 壇 」 等 であ る。

黒 田子爵記念室観覧規程

第1条 本研究所の黒田子爵記念 室(以 下単 に 「記念 室」 とい う。)は,こ の規程 に

よって一般 に公開す る。

第2条 観覧 は無料 とす る。

第3条 観覧者 は,備 付 けの帳簿 に現 住所,氏 名を記載 し,掛 員 の指 示を受 けるもの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希望 する者 は,予 め書面 によ り胤 出で許可を受

けな ければな らない。

第5条 観覧者 は,1an念 室内において左の事項 を行 ってはな らない。

一 陳列品 に手を触れ ること。

ニ ィンク ・;;CS汁等を使用する こと。

三 飲食及び喫煙をなす こと。

第6条 観覧者が この規程に違反 し,又 記念室公 開の趣 旨に反 する行為が あると認め

るときは,退 場を命ず ることがあ る。

第7条 観覧 の日時 は毎週木曜 日午後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧を停1Lす るi」は

左 の通 りとす る。

祝 日

開所紀念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研究所 において必要があ るときは,前 条の 日時 を随 時変 更す るこ とがある。

但 しこの場合 は予め掲示す る。

5閲 覧 室

b

本 研究 所美術 部の図書及 び研究資料は主 として研究者 ・学者 ・美術 関係専攻 の学生

等 に公 開 してい る。年間の閲覧者数 は,延1,200名 程度で ある。
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イ呆・イノこ不斗'学評鷺～

y1::(1)② の 所 属,官 職 ・転任 時 を 示 す。
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」Ⅲ 関 係 法 規

・文部省闘 法 儂 羅 舗 鎌 罫 月、日111号)(抄)

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第43条 に規定す るもののほ か,文 化庁に,次 の機関を置 く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立 国7ruu研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項 の機関(日 本 芸術院を除 く。)の長は,文 化庁長官 の申出によ り,文 部大 臣

が任命す る。

(国立文化財研究所)

第41条1立 文化財研 究所 は,文 化財 に関す る調査研究,資 料 の作 成及びその公 表を

行 な う機 関とする。

2国 立文化財 研究所の名称及び位 置は,次 のとお りとす る。

名 称1位 置

棘 国立文化財研蜥 陣 京 都

奈良国立文化財研究酬 奈 良 市

3国 立文化財研究所 には,支 所を置 くことがで きる。

4国 立文化財研究所及び その支所の内部組織 は,文 部省令で定め る。

。文部省闘 法施行規則(昭 和28年1月13日 文部省令第2号最終改正 昭和45年4月17日 第11号)(抄)

第4節 国立文化財研究所
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第1款 東京 国立文化財研 究所

(所長)

第117条 東京 国立文化財研究所に,所 長を置 く。

2所 長は,所 務を掌理 する。

(内部組織)

第118条 東京 国立文化財研究所に,庶 務課及び次の3部 を置 く。

一 美術 部

二 芸能部

三 保存科学部

(庶務課 の事務)

第119条 庶務課 においては,次 の事務 をつかさどる。

一 職員の人事に関する事務 を処理 すること。

二 職員の福利厚生 に関する事務 を処理す ること。

三 公文書類の接受及び公印の管守 その他庶務 に関 すること。

四 経費及び収入の予算,決 算 その他会計に関す る事務を処理す るζと。

五 行政財産及び物 品の管理 に関す る事務を処理す ること。

六 庁内の取締 りに関す ること。

七 前各号に掲げる もの のほか,他 の所掌に属 しない事務を処理 するζと。

(焚術部の3室 及び事務)

第120条 美術部に,第 一研究室,第 二研究室及び資料室を置 く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世 の美術並 びに東洋美術に関

す る調 査研究を行 ない,及 び その結果 の公 表を行 な う。

3第 二研究 室においては,わ が国の近代及 び現代 の美術並び に西洋美術に関する調

査研究 を行 ない,及 びその結果の公表 を行 な うとともに黒 田記念室に関す る事務を

つか さどる。

4資 料室 においては,美 術の研究 に関 する資料 の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及

び閲覧並び に光学的方法 によ る美術の研究を行な う。

(芸能部の3室 及 び事務)

第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び郷土芸能研究室 を置 く。

t

,

り
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2演 劇研究室 においては,演 劇及びその保存 に関する調査研究 を行 ない,並 びにそ

の結果 の公表を行な う。

3音 楽舞踊研究室 においては,音 楽及び舞踊並 びに これ らの保存 に関す る調査研究

を行 ない,並 びにその結果の公 表を行 な う。

4郷 土芸能研究室 においては,郷 土 芸能 及びその保存 に関す る調査研究を行ない,

並 びにその結果の公表を行 な う。

(保存科学部の4室 及び事 務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研 究室,生 物研 究室及び修理 技術研究室

を置 く。

2化 学研究室 において は,文 化財及びその保 存に関する化学的 調査研究(分 析化学

的調査研 究を含 む。)を行 ない,並 びにその結果の公表を行な う。

3物 理研 究室 において は,文 化財及びその保 存に関す る物理学的調 査研 究を行 ない,

並 びにその結果の公表を行 な う。

4生 物研 究室 において は,文 化財及び その保存 に関す る生物学的調査研究を行 ない,

並 びにその結果の公表を行な う。

5修 理技術研 究室 において は,文 化財の修理に関す る科学的,技 術的調査研究を行

ない,及 びその結果の公表を行な う。

o

啄

。文部錠 員細則(昭 和44年5月21日 文部省訓令第12号改正 昭和45年4月17日 第20号)(抄)

文部省定員規則(昭 和44年文部省令第12号)第2項 の規定に基づき,文 部省定員細

則を次のように定める。

文部省定員細則

1文 部省の本省の各内部部局,各 国立学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定員並

びに文化庁の各内部部局及び各附属機関別の定員は,次 のとおりとする。

文化庁

2各 国立大学,各 国立高等学校,各 国立青年の家,各 国立 博物館,各 国立近代美術
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館及び各国立文化財研究所の定員は,国 立学校及本省の附属機関にあっては文部大

臣,文 化庁の附属機関にあっては文化庁長官が,そ れぞれ,前 項に規定する当該国立

学校又は附属機関別の定員の範囲内において,別 に定める。

。cy博 物館等の機 関別の定員 につ いて(昭 和44年5月26日 文化庁長官裁定昭和45年4月17日 改正)(抄)

文部省定員細則(昭 和44年文部省訓令第12号)第2項 の規定に基づき,各 国立博物

館,各 国立近代美術館および各国立文化財研究所の機関別の定員を次のとおり定める。

機 関 定 員

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 48人

附 則 〔昭和45年4月17日 〕

この裁定は,昭 和45年4月1日 か ら適用す る。

。教舩 務賄 例法施行令(昭 和24年1月12日 政令 第6号最終改正昭和44年6月9日 第149号)(抄)

(教育公務員以外の者)

第2条 省略

第3条 省略

第3条 の2文 部省 設置法(昭 和24年 法律第146号)第14条 及 び第36条 第1項 に掲げ

る機関(日 本芸術院を除 く。)の 長 及びその職員の うちもっぱ ら研究又は教育に従

事す る者並 びに国立養護教諭養成所設置(昭 和40年 法律第16号)に よる国立養護教

諭養成所 の所長,教 授,助 教授及び助手につ いては,法 第4条,第7条,第11条,

第12条,第19条,第20条 及び第21条 中国立大学 の学長及び教員に関する部分 の規定

を準用す る。 この場合 において,こ れ らの規定 中 「大学管理機関」 とああ るのは

「任命権者」 と読み替え,こ れ らの機 関の長及 びその職員をそれぞれ学 長及び職員

に準ず る者 として これ らの規定を準 用するものとす る。

・

O東 京国宰文化財研究所部室長会議運営規則

(昭和45年1月23日 所長裁定)

第1条 東京国立文化財研究所部室長会議(以 下 「部室長会議」という。)の運営に
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ゆ

ついては,こ の規則 の定 め ると ころによ る。

第2条 部室長 会議 は,本 研究所 の重要 事項について協 議 し,各 部課相互 の連絡をは

かることを目的 とす る。

第3条 部室長会議 は,次 の各号 にかかげ る職員を もって組織す る。

一 所 長

二 各部長

三 各室長

四 課 長

第4条 部室長会畿 は所長が招樂 し,そ の議長 とな る。

2所 長に事故 あるときは,会 議 出席者 の中か ら互選 により議長を定め る。

3所 長は必要 と認y)る 職員を会識に出席 させ ることがで きる。

第5条 部室長会議は原則 として毎月1回 開催す る。ただ し緊急を要する場合は,随

時開催す ることがで きる。

第6条 部室長会議に関する事 務は,庶 務課 がこれ にあたる。

第7条 この規則 に定 める ものの他,会 議の運営 に関 して必要な事項は,別 に定め る。

附 則

この規則 は,昭 和45年1月23日 か ら施行す る。

■

O東 京国立文化財研究所受 托研 究取扱規程

(昭和46年3月15日 所長裁定)

(趣旨)

第1条 この規程は,東 京国立文化財研究所(以 下 「研究所」 とい う。)に おけ る受

託研究(外 部か らの委託 を受 けて公務 として行な う研究で,こ れに要 す る経費を委

託者が負担 する ものをい う。)の取扱 いに関 し必要な事項を定め るもの とす る。

2受 託研究 は,研 究所の文化財に関す る調査研究上有意 義であ り,か つ本来 の調査

研究 に支障がな く,当 該年度の予算額の範 囲内において行な うものとす る。

(受託の条件)

第2条r受 託研究の受入れ条件は,次 の各号 に掲 げるとおりとす る。

(1}受 託研 究は,委 託者 が一方的 に中止す ることはで きない こと。
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② 受託研究 の結果,工 業所有権等 の権利が生 じた場合に は,当 該権利を無償で使

用させ,ま たは譲与す ることはで きない ζと。

(3)受 託研究 に要す る経費 により取得 した設備等は,返 還 しない こと。

{4)や むを得 ない事由 によ り受託研究を中止 し,ま たはその期 間を延 長する場合 に

おいて も,研 究所は,そ の責を負 わず,ま た,原 則 として受託研究 に要す る経費

を委託者に返還 しない こと。ただ し,特 に必要 があると認 めた場合 は,不 用 とな

つた経費の額の範囲 内において,そ の全部または一部 を返還 することがあること。

(5)委 託者は,受 託研究に要す る経費を,当 該研究 の開始 前に納付す ること。

2所 長は,前 項に定め るもののほか,必 要 と認める条 件を別 に定 めるζとがで きる。

3委 託者が国の機 関,政 府 関係 機関 または,地 方公共 団体 である場合 は,第1項 第

3号 および第5号 の条件 は,こ れを付さないことができる。

4委 託者 は,必 要 があ る場合 は,所 長の承認 を得て,そ の委託にかか る研究を協力

して行 な うことができる。

(決定 の方法)

第3条 所 長は,当 該研究 を担 当する職 員,当 該職員の所属す る室および部の長の意

見を徴 した うえ受託研究 の受入 れを決定す る。

(受託の申込等)

第4条 受 託研 究の申込み を しよ うとする者 は,別 紙様式に よる受託 研究申込書 を所

長に提出 しなけれ ばな らない。

2所 長は,受 託研究 の受入れを決定 したときは,そ の旨委 託者 および研究所分任契

約担 当官 に通知す るもの とす る。

3前 項 の通知 に基づ き分任契約担当官は,契 約を締結 した旨を,所 長 に通知す るも

のとす る。

(研究の 中止等)

第5条 受託研究を担 当す る職員は,当 該研究を中止 し,ま たは,そ の期間を延長す

る必要が あると認めた ときは,た だちに所 属の室 および部 の長を経て所長に報告 し,

その指示を受け るものとす る。

2所 長は,受 託研究の遂行 上やむを得 ない理 由があると認 めた ときは,こ れを中止

し,ま たは,そ の期間を延 長す ることを決定 し,そ の 旨委託者および分任契約担当
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官 に通知 する ものとす る。

(研究結果 の報告等)

第6条 受託研究 を担当す る職 員は,当 該研究が完 了した ときは,そ の結果を所属の

室および部 の長 を経て所長 に報告す るもの とす る。

2委 託者 に対する受託研究 の結果の報告 は,当 該研究を担 当した職員が前項の報告

後行 な うものとす る。

3受 託研究の成果を公表す るときは,所 畏の承 認を得て 当該研究を担 当した職員が

行 な うもの とする。

附 則

の こ規程は,昭 和46年4月1日 か ら施行 する。
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〔別紙様式〕

受 託 研 究 申 込 書

昭和 年 月 日

東京国 、Z文化財研究所長 殿

住 所

氏 名(名 称 ・代 表者)印

東 京国 立文化財研究所受託研究取扱規程第4条 第1項 の規定 によ り,下 記の とおり

受既研究の 申し込みを します。

記

1,研 究題 目

2,研 究 目的お よび内容

3,研 究 に要す る経費

4,研 究用資材,器 具等の提供

5,そ の他
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